
新年へ期待を込めた鐘の音
　2019 年元旦、行人岳には早朝から多くの参拝客が訪れ
ました。鐘楼では、参拝客が今年１年の家族の健康や勉強、
スポーツの上達などそれぞれの願いを込めて鐘を鳴らしま
した。



新
た
な
政
策
に
挑
戦
続
け
る

長
島
町
長

川
添　

健

住
み
よ
い
長
島
づ
く
り
に
向
け
て

長
島
町
議
会
議
長

林　

義
明

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
希
望

に
輝
く
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、

心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

わ
が
国
は
昨
年
、
明
治
維
新

１
５
０
周
年
を
迎
え
、
大
き
な
変
革

期
に
お
け
る
郷
土
の
先
人
た
ち
の
志

や
偉
業
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

　

本
年
は
皇
位
継
承
を
控
え
、
平
成

と
い
う
時
代
に
対
す
る
国
民
的
な
関

心
の
高
ま
り
と
相
ま
っ
て
、
そ
の
歴

史
的
な
節
目
と
し
て
の
重
み
を
よ
り

一
層
増
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
消
費
税
率
ア
ッ
プ
な
ど

生
活
者
の
意
識
・
行
動
変
化
に
つ
な

が
る
ト
ピ
ッ
ク
ス
が
い
く
つ
も
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
景
気
の
先
行
き
が

不
透
明
な
な
か
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
続
い
て
、

大
阪
万
博
の
誘
致
が
決
定
し
、
建
設

特
需
な
ど
に
よ
る
経
済
波
及
効
果
に

期
待
感
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
長
島
町
は
本
年

で
合
併
14
年
目
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ

ま
で
に
、
福
祉
事
務
所
の
開
設
を
は

じ
め
、
子
育
て
支
援
で
は
、
小
・
中

学
生
の
給
食
費
無
償
化
、
ブ
リ
奨
学

金
制
度
の
創
設
な
ど
、
行
政
改
革
で

は
、
道
路
管
理
や
入
会
林
野
事
業
の

権
限
移
譲
な
ど
、
全
国
モ
デ
ル
を
展

開
し
て
き
ま
し
た
。
地
方
創
生
の
先

駆
け
と
な
っ
た
、
国
か
ら
の
人
材
支

援
受
け
入
れ
も
そ
の
一
つ
で
す
。

　

さ
ら
に
、
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
の
整

備
や
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
よ
る
交
流
人

口
の
増
加
、
公
共
事
業
の
積
極
的
な

導
入
に
よ
る
社
会
資
本
の
整
備
、
農

業
・
漁
業
な
ど
産
業
の
振
興
、
チ
ャ

レ
ン
ジ
事
業
や
太
陽
光
補
助
金
な
ど

に
よ
る
集
落
応
援
事
業
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
施
策
を
進
め
て
お
り
、
確
か

な
手
ご
た
え
を
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

一
方
、
社
会
経
済
情
勢
は
大
き
な

変
革
の
と
き
を
迎
え
、
特
に
少
子
高

齢
化
は
急
速
に
進
ん
で
い
ま
す
。
そ

の
影
響
を
最
も
受
け
る
の
は
地
方
で

す
。
今
後
10
年
間
を
見
据
え
た
構
想

や
、
こ
の
４
年
間
で
予
定
さ
れ
る
大

型
事
業
に
取
り
組
み
、
地
方
創
生
へ

の
工
夫
を
凝
ら
し
た
事
業
を
導
入
し

て
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　

そ
し
て
「
住
民
の
皆
さ
ま
が
満
足

で
き
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
さ
ら
に
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
広
域
的
、
長
期
的
な
大

型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
西
回
り
自

動
車
道
・
北
薩
横
断
道
路
の
整
備
促
進

に
よ
り
、
住
民
の
利
便
性
の
向
上
に
寄

与
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
効
果
を
、

町
の
振
興
や
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

大
型
架
橋
構
想
と
し
て
、
鹿
児
島

～
熊
本
～
長
崎
を
結
ぶ
３
県
架
橋
の

実
現
の
た
め
に
、
周
辺
自
治
体
を
巻

き
込
ん
だ
国
・
県
へ
の
要
望
活
動
な

ど
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

獅
子
島
島
民
は
も
と
よ
り
、
長
島

町
の
悲
願
で
あ
り
ま
す
獅
子
島
架
橋

の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、
１
年
で

も
早
く
達
成
す
る
た
め
に
、
獅
子
島

島
民
の
意
向
を
み
な
が
ら
、
今
後
も

努
力
を
重
ね
て
い
く
所
存
で
す
。

　

平
成
29
年
に
「
長
島
町
第
２
次
総

合
振
興
計
画
」
を
策
定
し
、
そ
の
取

り
組
み
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

東
分
遣
所
の
完
成
を
皮
切
り
に
、
総

合
運
動
公
園
や
多
目
的
広
場
、
高
速

通
信
網
光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
整
備
、
さ

ら
に
は
木
材
利
用
促
進
の
補
助
金
を

活
用
し
た
鷹
巣
診
療
所
新
築
や
役
場

庁
舎
の
本
所
支
所
方
式
移
行
計
画
の

具
体
化
な
ど
、
大
型
事
業
も
着
々
と

進
め
て
い
き
ま
す
。

　

私
は
常
に
申
し
上
げ
て
い
ま
す
よ

う
に
、
多
岐
に
わ
た
る
施
策
も
活
力

も
、
健
全
な
財
政
と
の
調
和
が
必
要

不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
余
分
な
財
力
を
持
つ
必
要
も
ご

ざ
い
ま
せ
ん
。
要
所
要
所
に
は
十
分

に
気
配
り
し
な
が
ら
、
活
力
あ
る
、

魅
力
あ
る
長
島
町
づ
く
り
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
も
、「
子
ど
も
に
夢
を
」、「
働

く
人
に
活
力
を
」、「
福
祉
・
教
育
・

文
化
の
充
実
」、「
地
方
創
生
で
全
国

に
Ｐ
Ｒ
」
を
図
り
、
新
し
い
政
策
に

挑
戦
し
続
け
ま
す
。

　

こ
の
新
年
が
町
民
の
皆
さ
ま
一
人

ひ
と
り
に
と
っ
て
、
実
り
多
き
素
晴

ら
し
い
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
心

か
ら
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
輝
か
し
い
新
春
を
健
や
か

に
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
喜

び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
町
議

会
の
運
営
に
多
大
な
る
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

昨
年
４
月
、
議
長
に
就
任
し
、
早

く
も
８
カ
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。
当
初

よ
り
町
民
参
加
を
基
本
と
し
、
よ
り

身
近
な
議
会
、
開
か
れ
た
議
会
を
目

指
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
長

島
町
議
会
基
本
条
例
に
掲
げ
る
理
念

の
下
、
議
会
・
議
員
は
ど
う
あ
る
べ

き
か
、
足
元
を
見
つ
め
直
し
、
町
民

の
皆
さ
ま
の
信
託
に
応
え
て
ま
い
り

た
い
と
改
め
て
決
意
し
て
お
り
ま
す
。

　

長
島
町
政
に
お
い
て
は
、
少
子
高

齢
化
対
策
や
第
一
次
産
業
振
興
、
社

会
資
本
整
備
、
地
方
創
生
関
連
事
業

の
充
実
し
た
取
り
組
み
が
幅
広
く
展

開
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
一
方

で
は
課
題
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る
人

口
減
少
対
策
で
あ
り
ま
す
。
本
年
は

平
成
最
後
の
年
を
迎
え
ま
す
。
本
町

の
人
口
は
平
成
元
年
に
は
旧
両
町
合

わ
せ
て
約
１
４
５
０
０
人
で
あ
っ
た

の
が
、
合
併
し
た
平
成
18
年
に
は

１
２
５
０
０
人
、
平
成
30
年
末
に
は

１
０
５
０
０
人
と
減
少
の
一
途
を
た

ど
り
、
全
国
の
多
く
の
自
治
体
と
同

様
、
人
口
減
少
対
策
が
急
務
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
人
口
減
少
の
克
服
と
地
方
創

生
を
併
せ
て
行
う
た
め
に
、
本
町
で

は
平
成
27
年
に
長
島
版
総
合
戦
略
が

策
定
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
に
子
宝
お
祝

い
金
支
給
事
業
を
は
じ
め
、
空
き
家

活
用
促
進
事
業
な
ど
、
61
件
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
展
開
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
の
秋
に
は
子
育
て
を
テ
ー
マ

と
し
た
長
島
大
陸
映
画
「
夕
陽
の
あ

と
」
が
公
開
予
定
と
な
っ
て
お
り
、

長
島
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
で
き
る
絶
好
の

機
会
で
あ
り
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
で
は
、
大
手
仲
介

会
社
が
主
催
し
た
「
ふ
る
さ
と
チ
ョ

イ
ス
ア
ワ
ー
ド
２
０
１
８
」
に
お
い

て
、
本
町
が
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄

附
を
原
資
に
し
た
「
ぶ
り
奨
学
金
」

が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。
全
国
で

初
め
て
自
治
体
と
金
融
機
関
が
共
同

で
つ
く
っ
た
制
度
で
、
卒
業
後
に
町

に
定
住
す
れ
ば
返
済
が
免
除
さ
れ
る

仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。実
際
に
、

奨
学
金
を
利
用
し
た
数
人
が
、
長
島

に
戻
っ
て
き
て
お
り
、
効
果
が
少
し

ず
つ
出
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

し
か
し
、
地
方
創
生
の
取
り
組
み

は
、
一
朝
一
夕
に
は
い
か
ず
、
長
期

的
に
続
け
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

す
。
人
口
の
安
定
を
図
る
こ
と
が
最

重
要
課
題
で
は
あ
り
ま
す
が
、
ま
ず

は
「
住
み
よ
い
長
島
づ
く
り
」
に
向

け
て
一
つ
ず
つ
積
み
重
ね
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

次
に
、
農
業
振
興
対
策
で
す
。
本

町
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
生
産
用
の
種
苗
の

多
く
が
北
海
道
産
で
あ
り
ま
す
が
、

仮
に
長
島
で
種
苗
が
生
産
で
き
た
ら

経
費
削
減
に
つ
な
が
り
、
安
定
し
た

収
入
を
得
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま

す
。
こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
、
現

在
、
町
は
長
岡
技
術
科
学
大
学
と
共

同
で
、
町
内
で
種
苗
生
産
の
研
究
を

行
っ
て
い
ま
す
。
一
定
の
成
果
が
出

て
き
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
生
産
方

法
や
生
産
技
術
な
ど
、
ま
だ
ま
だ
多

く
の
課
題
が
残
っ
て
い
る
よ
う
に
思

い
ま
す
。

　

町
議
会
で
は
そ
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
調
査
す
る
た
め
、
昨
年
６
月
定

例
会
に
お
い
て
長
島
町
議
会
革
新
種

苗
調
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
ま
し

た
。
今
年
も
種
苗
研
究
に
つ
い
て
注

視
し
、
調
査
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
議
会
の
役
割
は
、
条

例
や
予
算
案
な
ど
の
議
決
の
み
で
は

な
く
、
行
政
へ
の
け
ん
制
や
監
視
、

政
策
を
提
案
し
な
が
ら
、
町
民
の
皆

さ
ま
の
声
を
行
政
に
反
映
さ
せ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

町
民
の
代
表
で
あ
る
町
議
会
と
し

ま
し
て
は
、
執
行
機
関
と
互
い
に
切

磋
琢
磨
し
な
が
ら
、
主
役
は
町
民
の

皆
さ
ま
で
あ
る
こ
と
を
第
一
に
「
長

島
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
」
と
思
え
る

ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
、
鋭
意
努
力

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
一
層

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
る
と
と
も
に
、
本
年
が
皆
さ
ま

一
人
ひ
と
り
に
と
っ
て
、
実
り
多
き

素
晴
ら
し
い
一
年
と
な
り
ま
す
よ

う
、心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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町
民
の
皆
さ
ん
が
納
め
る
税
金
や

国
・
県
か
ら
の
補
助
金
は
、
私
た
ち

の
生
活
を
よ
り
よ
く
す
る
た
め
に
い

ろ
い
ろ
な
形
で
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
が
ど
れ
く
ら
い
納
め
ら

れ
、
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
か

を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
平
成

29
年
度
の
決
算
を
報
告
し
ま
す
。

普
通
会
計
決
算
の
概
要

　

平
成
29
年
度
は
、「
第
２
次
長
島

町
総
合
振
興
計
画
」
の
初
年
度
と
し

て
、
道
路
・
港
湾
・
漁
港
な
ど
の
社

会
資
本
整
備
や
小
中
学
生
の
給
食
費

無
償
化
な
ど
積
極
的
に
事
業
実
施
し

ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
普
通
会
計
で

９
年
連
続
と
な
る
１
０
０
億
円
を
超

え
る
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

　

決
算
収
支
の
状
況
は
、
歳
入
総

額
１
２
６
億
６
８
４
３
万
５
千
円
、

歳
出
総
額
１
１
８
億
８
０
５
１
万

3
千
円
、
歳
入
歳
出
差
引
額
は

７
億
８
７
９
２
万
２
千
円
で
、
実
質

単
年
度
収
支
は
１
億
３
８
０
６
万
９
千

円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
出
で
は
、
町
道
整
備
事
業

８
億
１
５
６
６
万
６
千
円
、
港

湾
整
備
４
億
５
６
５
２
万
６
千

円
、
総
合
町
民
体
育
館
整
備
事
業

１
億
８
３
８
４
万
円
、
太
陽
の
里

設
備
更
新
工
事
１
億
３
４
０
万

円
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
改
修
工

事
６
９
８
０
万
６
千
円
な
ど
を

実
施
し
た
た
め
、
投
資
的
経
費
は

39
億
１
１
３
１
万
８
千
円
と
な
り
ま

し
た
。

　

積
立
金
は
、
夢
追
い
獅
子
島
架
橋

基
金
に
１
億
１
４
１
９
万
８
千
円
、
ぶ

り
奨
学
金
基
金
に
３
１
５
１
万
８
千

円
な
ど
を
積
立
て
る
こ
と
が
で
き
、

基
金
残
高
も
60
億
３
９
９
０
万
円
で

前
年
比
４
２
９
６
万
円
の
増
額
と
な

り
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
の
報
告
を
通
じ
、
町
財

政
の
実
情
に
つ
い
て
ご
理
解
を
い
た

だ
き
、
今
後
の
財
政
運
営
に
よ
り
一

層
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

地
方
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
分
に

係
る
使
途
の
明
確
化
に
つ
い
て

　

平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
消
費
税
率

（
国
・
地
方
）
が
５
％
か
ら
８
％
へ
引

き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
地
方
消

費
税
交
付
金
の
増
収
分
に
つ
い
て
は
、

そ
の
使
途
を
明
確
化
し
、
社
会
保
障
施

策
に
要
す
る
経
費
（
人
件
費
以
外
）
に

充
て
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
町
の
平
成
29
年
度
の
地
方
消

費
税
（
社
会
保
障
財
源
化
分
）
は
、

７
８
４
７
万
３
千
円
と
な
り
、
こ
れ
ら

は
「
高
齢
者
生
活
支
援
事
業
」「
子
ど

も
医
療
費
助
成
事
業
」「
保
育
所
運
営

事
業
費
」「
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
」「
母

子
保
健
事
業
」「
予
防
接
種
事
業
」「
健

康
増
進
事
業
」
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

　義務的経費とは、町で働く
職員の人件費や国などへの借
金返済額を表す公債費、児童
や高齢者などを支援するため
の扶助費などのことです。

義務的経費が 38.0％

※四捨五入の関係上、合計
が 100％となっていません。

　

行
政
用
語
の
解
説

■
歳
入

会
計
年
度
に
お
け
る
地
方
自
治
体
等

の
収
入

■
町
税

町
民
税
、
固
定
資
産
税
な
ど
町
民
の

皆
さ
ん
が
納
め
る
税
金

■
繰
越
金

前
年
度
か
ら
本
年
度
へ
持
ち
越
し
た

お
金

■
分
担
金
及
び
負
担
金

町
が
行
う
事
業
で
特
定
の
利
益
を
受

け
る
人
な
ど
か
ら
徴
収
す
る
お
金

■
使
用
料
及
び
手
数
料

町
の
施
設
使
用
料
や
住
民
票
、
各
種

証
明
書
な
ど
の
交
付
手
数
料

■
繰
入
金

町
の
基
金
な
ど
か
ら
繰
り
入
れ
た
お

金■
地
方
交
付
税

国
に
納
め
て
い
た
だ
い
た
税
金
を
一

定
の
基
準
に
よ
り
国
か
ら
交
付
さ
れ

る
税

■
国
庫
・
県
支
出
金

各
種
事
業
に
対
す
る
国
・
県
か
ら
交

付
さ
れ
る
負
担
金
・
補
助
金
な
ど

■
町
債

町
が
借
り
入
れ
た
お
金

■
歳
出

　

会
計
年
度
に
お
け
る
地
方
自
治
体

等
の
支
出

■
総
務
費

　

全
般
的
な
管
理
事
務
、
企
画
調
整

事
務
、
財
政
事
務
、
選
挙
事
務
な
ど

の
経
費

■
民
生
費

　

社
会
福
祉
、
身
体
障
害
者
、
老
人

福
祉
、
児
童
福
祉
な
ど
の
経
費

■
衛
生
費

　

保
健
事
業
、
感
染
症
予
防
、
廃
棄

物
処
理
な
ど
の
経
費

■
農
林
水
産
業
費

　

農
・
林
・
漁
業
振
興
対
策
の
経
費

■
土
木
費

　

道
路
、
橋
り
ょ
う
、
河
川
、
港
湾
、

公
営
住
宅
な
ど
の
経
費

■
消
防
費

　

消
火
、
防
災
防
除
、
災
害
時
被
害

軽
減
な
ど
の
経
費

■
教
育
費

　

教
育
委
員
会
、
小
・
中
学
校
、
社

会
教
育
な
ど
の
経
費

■
公
債
費

　

事
業
を
行
う
た
め
に
借
り
入
れ
た

お
金
の
償
還
金

歳入合計
126億 6,843 万５千円

依存財源その他内訳（単位：千円）
地方譲与税
利子割交付金
配当割交付金
株式等譲渡所得割交付金
地方消費税交付金
自動車取得税交付金
地方特例交付金
交通安全対策特別交付金

65,396
1,393
1,712
1,723

173,982
11,302

2,900
1,307

繰越金　
７億 4,789 万

６千円
       5.9%

分担金及び負担金
１億 6,908 万１千円

1.3%

その他
10 億 3,453 万２千円

8.2%
自主財源その他内訳（単位：千円）
　使 用 料
　手 数 料
　財産収入
　寄 附 金
　繰 入 金
　諸 収 入

48,631
7,728

98,125
329,500
194,026
356,522

地方交付税
47 億 4,306 万１千円

37.4%

国庫支出金
16 億 1,931 万８千円

12.8%

県支出金
13 億 6,626 万６千円

10.8%

町債
18 億 5,820 万円

14.7%

その他
２億 5,971 万５千円

2.1%

町税　
8 億 7,036 万６千円

6.9%

自主財源
28 億 2,187 万５千円

22.3%

依存財源
98 億 4,656 万円

77.7%

歳出合計（目的別）
118億 8,051 万３千円

民生費　
28 億 9,893 万６千円

24.4%

公債費　
15 億 7,704 万円

13.3%

土木費　
19 億 3,538 万６千円

16.3%

総務費　
15 億 6,066 万円

13.1%

農林水産業費　
14 億 6,742 万１千円

12.4%

教育費　
６億 9,440 万２千円

5.8%

商工費
５億 6,867 万７千円

4.8%

消防費
３億 8,364 万１千円

3.2%

議会費
１億 193 万６千円

0.9%

災害復旧費
2,774 万２千円

0.2%
労働費

134 万６千円
0.0%

衛生費
６億 6,332 万６千円

5.6%

歳出合計（性質別）
118億 8,051 万３千円

扶助費
15 億 9,497 万９千円

13.4%

公債費
15 億 7,704 万円

13.3%

人件費
13 億 3,789 万５千円

11.3%

普通建設事業費
38 億 8,357 万６千円

32.7%

物件費　
13 億 8,855 万２千円

11.7%

補助費　
10 億 4,666 万２千円

8.8%

積立金
１億 9,363 万円

1.6%
繰出金

７億 2,130 万円
6.1%

その他
１億 913 万７千円

0.9%
その他内訳（単位：千円）

維持補修費
投資および出資金

105,487
3,650

義務的経費
45 億 991 万４千円

38.0%

投資的経費
39 億 1,131 万８千円

32.9%

その他の経費
34 億 5,928 万１千円

29.1%

災害復旧事業費　
2,774 万２千円

0.2%

　町の財源には、町税などの
自分たちで収入を得る「自主
財源」と地方交付税などのよ
うに国や県などから交付され
る「依存財源」の２種類があ
ります。自主財源が多いほど、
自主性が高い町づくりができ
ます。

自主財源が 22.3％

町
の
家
計
簿
を
公
表
し
ま
す
平
成
29
年
決
算
報
告
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↑参加者が詰めかけた木の家からの餅投げ

↑関係機関も慎重に回答

↑獅子島振興のため、住民からは多岐にわたる意見

↑牧特任准教授の講演を熱心に聴く参加者

↑良質な農産物を揃えた即売会

↑牛肉を引き当て、喜ぶ親子連れ ↑抽選会の目玉となった町内産牛肉

↑子どもが参加し、盛り上がった餅つき大会 ↑お楽しみ抽選会で当たった景品を受け取り、喜ぶ参加者

　

平
成
30
年
を
締
め
く
く
る
イ
ベ
ン

ト「
平
成
30
年
度
長
島
フ
ェ
ス
タ（
産

業
・
福
祉
・
健
康
ま
つ
り
）」
が
12

月
２
日
、
町
総
合
町
民
体
育
館
周
辺

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

体
育
館
内
で
は
、
よ
い
歯
の
表
彰

式
や
品
評
会
に
出
品
さ
れ
た
農
産
物

の
即
売
会
、
健
康
相
談
、
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
の
ブ
ー
ス
な
ど
が
設
け
ら
れ

ま
し
た
。

　

本
町
と
包
括
連
携
協
定
を
結
ん
で

い
る
長
岡
技
術
科
学
大
学
（
新
潟
県

長
岡
市
）
の
牧
慎
也
特
任
准
教
授
に

よ
る
講
演
会
で
は
、
本
町
で
の
ジ
ャ

ガ
イ
モ
種
苗
生
産
に
関
す
る
研
究
報

告
に
参
加
者
か
ら
質
問
が
上
が
り
、

関
心
を
集
め
て
い
ま
し
た
。

　

駐
車
場
で
は
、
各
種
団
体
の
出
店

が
軒
を
連
ね
、
餅
つ
き
や
長
島
元
気

Ｇ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
！
体
操
体
験
コ
ー
ナ
ー
、

木
の
家
の
棟
上
げ
・
餅
ま
き
が
あ
り
、

に
ぎ
わ
い
を
見
せ
ま
し
た
。

　

今
回
は
「
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
団

体
総
合
優
勝
記
念
事
業
」
と
題
し
、
町

内
産
Ａ
５
ラ
ン
ク
の
牛
肉
が
当
た
る
抽

選
会
も
併
せ
て
行
わ
れ
、
開
始
前
か
ら

長
蛇
の
列
が
で
き
て
い
ま
し
た
。
親
子

で
並
び
、
牛
肉
を
引
き
当
て
た
尾
﨑
慶

子
さ
ん
（
梅
ノ
木
山
）
は
「
す
き
焼
き

に
し
て
家
族
で
食
べ
る
の
が
楽
し
み
」

と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

祭
り
の
最
後
に
は
恒
例
の
お
楽
し

み
抽
選
会
が
開
催
さ
れ
、
司
会
者
か

ら
番
号
が
読
み
上
げ
ら
れ
る
た
び
に

会
場
は
歓
声
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

今
年
を
締
め
く
く
る
多
彩
な
催
し
に
盛
況

平
成
30
年
度
長
島
フ
ェ
ス
タ

第
４
回
議
会
定
例
会

一
般
会
計
総
額
１
２
１
億
８
７
５
９
万
５
千
円
に

　

平
成
30
年
第
４
回
長
島
町
議
会
定

例
会
が
、
12
月
７
日
か
ら
18
日
ま
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
定
例
会
で
は
、
総
合
運

動
公
園
（
多
目
的
広
場
）
の
石

張
工
事
や
汐
見
漁
港
の
し
ゅ
ん
せ

つ
工
事
、
指
江
庁
舎
駐
車
場
用
地

造
成
工
事
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
平

成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
案

（
９
３
９
６
万
９
千
円
減
額
、
総
額

１
２
１
億
８
７
５
９
万
５
千
円
）
が

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
軽
自
動
車
税
の
納
期

を
変
更
す
る
長
島
町
税
条
例
の
一
部

改
正
や
長
島
町
過
疎
地
域
自
立
促
進

計
画
の
一
部
変
更
、
長
島
町
農
業
委

員
会
委
員
の
定
数
条
例
の
一
部
改
正

な
ど
を
含
む
23
議
案
が
可
決
さ
れ
、

平
成
29
年
度
長
島
町
決
算
が
認
定
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
補
正
予
算
で
追
加
さ
れ
た

主
な
事
業
は
次
の
と
お
り
で
す
。

総務課
指江庁舎駐車場用地造成工事 7,137
県議会議員選挙費 3,700

企画財政課
片側テレビ共同受信施設改修等事業補助金 2,196

福祉事務所
子宝お祝い金 5,100
鷹巣児童クラブ運営委託料（障害児受入分） 598

水産商工課
レジャーランド太陽の里運営に係る経費 3,700
汐見漁港しゅんせつ工事 7,201

景観推進課
だんだん市場前信号機設置に伴う道路区画線改良工事 2,915

農林課
関西かごしまファンデー委託料 2,000

学校教育課
長島の子表彰昼食会 450

社会教育課
総合運動公園（多目的広場）周辺の石張工事 20,602

追加された予算の主な事業
単位：千円

　

12
月
21
日
、
獅
子
島
ア
イ
ラ
ン
ド

セ
ン
タ
ー
で
「
獅
子
島
地
域
の
産
業

の
振
興
に
関
す
る
座
談
会
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
会
は
獅
子
島
架
橋
実
現
に
向

け
、
住
民
が
獅
子
島
地
域
で
抱
え
て

い
る
産
業
の
問
題
点
を
行
政
な
ど
に

投
げ
掛
け
、
解
決
策
を
見
出
し
、
産

業
面
か
ら
機
運
を
高
め
る
こ
と
を
目

的
に
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
獅
子
島
の
住
民
や
鹿
児
島

い
ず
み
農
業
協
同
組
合
、
東
町
漁
業

協
同
組
合
、
町
関
係
者
ら
約
80
人
が

出
席
し
、
川
添
町
長
が
「
取
り
組
む

べ
き
問
題
を
提
言
し
て
い
た
だ
き
、

政
策
を
打
っ
て
い
き
た
い
」
と
開
会

の
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。

　

農
業
に
関
す
る
事
項
で
は
、
か
ん

き
つ
類
の
生
産
規
模
拡
大
や
加
工
施

設
の
建
設
に
つ
い
て
な
ど
、
水
産
業

に
関
す
る
事
項
で
は
、
岩
ガ
キ
生
産

や
新
た
な
魚
種
の
養
殖
に
つ
い
て
な

ど
の
意
見
が
住
民
か
ら
上
が
り
、
関

係
機
関
と
の
活
発
な
意
見
交
換
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

特
産
品
の
宣
伝
広
告
に
つ
い
て
提

言
し
た
千
葉
麻
生
さ
ん
（
幣
串
）
は

「
少
し
づ
つ
で
も
課
題
解
決
に
向
け

て
動
い
て
欲
し
い
」
と
期
待
を
込
め

ま
し
た
。

産
業
の
発
展
を
着
実
に

獅
子
島
の
振
興
に
関
す
る
座
談
会
開
催
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↑女性ならではの意見をだしてほしいとあいさつ
する川添町長（獅子島会場）

女
性
の
意
見
を
町
政
に
生
か
そ
う

長
島
町
女
性
の
声
を
聴
く
１
０
１
の
会

　
町
で
は
、
女
性
の
声
を
町
政
に
反

映
す
る
こ
と
を
目
的
に
し
た
「
長
島

町
女
性
の
声
を
聴
く
１イ

チ
マ
ル
イ
チ

０
１
の
会
」

を
11
月
14
日
、
20
日
、
21
日
の
３
日

間
、町
内
３
会
場
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

会
に
は
川
添
町
長
を
は
じ
め
、
岩

切
豊
副
町
長
、
大
浦
慶
子
教
育
長
の

ほ
か
町
職
員
が
出
席
し
、
３
会
場
合

わ
せ
て
58
人
の
女
性
と
意
見
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
各
会
場
、
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
「
少
子
高
齢
化
に
対
す
る
本
町

の
取
り
組
み
」
を
テ
ー
マ
に
議
論
さ

れ
、
模
造
紙
と
付
箋
で
意
見
を
集
約

し
代
表
者
が
発
表
し
ま
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
前
に
、
町
職
員

か
ら
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
本
町
の
事
業
と

し
て
「
子
育
て
広
場
」、「
長
島
元
気
Ｇ

Ｏ
Ｇ
Ｏ
！
体
操
」、「
空
き
家
改
修
費
補

助
」
の
紹
介
が
あ
り
、
ワ
ー
ク
が
始
ま

る
と
、
体
操
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
女
性

参
加
者
か
ら
は
多
岐
に
わ
た
る
貴
重
な

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
会
場
で
上
が
っ
た
意
見
は
次
の

と
お
り
で
す
。「
長
島
町
の
良
い
と

こ
ろ
」
は
３
会
場
で
取
り
ま
と
め
た

も
の
、
そ
の
ほ
か
の
意
見
に
つ
い
て

は
主
な
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ
の
会
場
ご

と
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

［
指
江
会
場
］

11
月
14
日
　
指
江
庁
舎
大
ホ
ー
ル

◇
小
・
中
学
校
の
各
教
室
に
エ
ア
コ

ン
を
設
置
で
き
な
い
か
。

［
回
答
］
現
在
、
エ
ア
コ
ン
設
置
に

向
け
た
計
画
を
作
成
中
で
あ
る
。

◇
高
校
生
の
授
業
料
以
外
の
負
担
が

大
き
い
。
高
校
生
へ
の
補
助（
通
学
、

教
科
書
代
、寮
代
）
は
で
き
な
い
か
。

［
回
答
］
現
在
の
制
度
で
は
、
高
校

生
は
対
象
外
で
あ
り
、
町
単
独
事
業

と
な
る
た
め
、
十
分
な
検
討
が
必
要

と
考
え
る
。

◇
高
齢
者
が
車
を
運
転
で
き
な
く

な
っ
た
時
、
買
い
物
や
外
出
の
際
、

不
便
で
あ
る
。
手
助
け
し
て
く
れ
る

補
助
員
を
設
け
ら
れ
な
い
か
。
独
居

老
人
の
見
守
り
の
仕
組
み
を
充
実
さ

せ
て
ほ
し
い
。

［
回
答
］
生
活
支
援
型
ホ
ー
ム
ヘ
ル

プ
サ
ー
ビ
ス
事
業
や
独
居
老
人
等
ラ

イ
フ
ヘ
ル
プ
事
業
で
買
い
物
支
援
が

あ
る
。
見
守
り
に
つ
い
て
は
、
独
居

老
人
な
ど
を
見
守
る
福
祉
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

◇
高
齢
者
に
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
予
防
接
種
の
補
助
が
あ
る
が
、
子

ど
も
の
予
防
接
種
の
助
成
も
考
え
ら

れ
な
い
か
。

［
回
答
］
高
齢
者
は
国
が
制
定
し
た

予
防
接
種
法
の
も
と
に
実
施
し
て
い

る
。
子
ど
も
は
、
研
究
で
費
用
対
効

果
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
た
め
法
が

制
定
さ
れ
て
い
な
い
。
補
助
は
難
し

い
状
況
で
あ
る
。

◇
城
川
内
校
区
、蔵
之
元
校
区
に
は
、

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
が
な
い
。
設
置

し
て
ほ
し
い
。

［
回
答
］
城
川
内
校
区
に
２
カ
所
、
蔵

之
元
校
区
に
１
カ
所
で
対
応
し
て
い

る
。
利
用
希
望
者
数
の
把
握
や
学
校

の
空
き
教
室
を
利
用
で
き
る
か
な
ど

教
育
委
員
会
と
検
討
し
て
い
き
た
い
。

◇
町
の
空
き
家
改
修
制
度
を
こ
の
会

で
詳
し
く
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
知

ら
な
い
人
が
た
く
さ
ん
い
る
と
思

う
。
今
後
、
周
知
を
ど
の
よ
う
に
行

う
か
。

［
回
答
］
不
動
産
説
明
会
を
実
施
し

た
ほ
か
、
広
報
で
も
掲
載
し
て
き
た

が
、
周
知
が
不
十
分
と
の
指
摘
が

あ
っ
た
の
で
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
も
活
用
し
て
い
き
た
い
。

◇
不
妊
治
療
制
度
に
つ
い
て
、
知
ら

な
い
人
が
多
い
と
思
う
の
で
、
も
っ

と
周
知
し
て
ほ
し
い
。

［
長
島
町
の
良
い
と
こ
ろ
］

◆
子
ど
も
医
療
費
助
成
や
児
童
手
当

な
ど
子
育
て
支
援
が
充
実

◆
子
育
て
ひ
ろ
ば
の
充
実
（
子
育
て

の
相
談
や
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
）

◆
子
宝
お
祝
い
金
を
第
１
子
か
ら
給
付

◆
小
中
学
生
の
給
食
費
無
償
化

◆
長
島
元
気
Ｇ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
！
体
操
の
取

り
組
み

◆
町
営
太
陽
光
発
電
所
の
売
電
収
益

で
各
集
落
へ
補
助

◆
図
書
館
の
休
日
開
館

◆
き
れ
い
な
景
観　
　

な
ど

［
回
答
］
町
子
育
て
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

へ
の
掲
載
や
病
院
な
ど
へ
の
周
知
を

行
っ
て
い
る
。
今
後
と
も
多
方
面
か

ら
周
知
を
徹
底
し
て
い
き
た
い
。

◇
城
川
内
小
と
飯
尾
医
院
の
間
の
道

幅
が
狭
く
て
、車
の
離
合
が
難
し
く
、

危
険
で
あ
る
。
広
く
で
き
な
い
か
。

［
回
答
］
現
場
確
認
を
行
っ
た
。
要

望
の
と
お
り
、
拡
幅
工
事
を
実
施
し

た
方
が
良
い
が
、
地
権
者
の
土
地
の

同
意
が
必
要
で
あ
る
。
公
民
館
で
話

し
合
い
、
町
へ
要
望
（
町
長
相
談
）

し
て
は
ど
う
か
。

◇
家
畜
の
悪
臭
が
ひ
ど
い
の
で
、
防

ぐ
方
法
は
な
い
か
。

［
回
答
］
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業
な

ど
補
助
事
業
を
活
用
し
、
畜
舎
ま
た

糞
尿
処
理
施
設
の
健
全
管
理
に
よ
る

悪
臭
発
生
防
止
に
努
め
る
よ
う
指
導

を
行
う
。

◇
文
化
祭
の
展
示
物
で
保
育
園
の
展

示
場
所
は
毎
年
、
大
き
い
と
こ
ろ
で

秋
の
作
品
を
出
展
し
、
マ
ン
ネ
リ
化

し
て
い
る
。
小
・
中
学
校
の
個
人
作

品
の
小
さ
な
ス
ペ
ー
ス
の
展
示
場
所

と
２
年
に
１
回
は
、
交
替
し
て
も
ら

え
な
い
か
。

［
回
答
］
園
や
学
校
を
通
じ
て
具
体

的
に
相
談
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
検
討

し
た
い
。

◇
町
内
で
石
積
み
が
崩
れ
て
い
る
と

こ
ろ
が
あ
る
。
確
認
し
て
対
処
し
て

ほ
し
い
。

［
回
答
］
建
設
課
所
管
の
道
路
敷
内
で

あ
れ
ば
現
場
が
確
認
で
き
次
第
、
対

処
し
た
い
。
場
所
を
教
え
て
ほ
し
い
。

◇
上
り
浜
に
ト
イ
レ
と
外
灯
を
設
置

で
き
な
い
か
。

［
回
答
］
ト
イ
レ
は
、
だ
ん
だ
ん
市

場
と
ポ
テ
ト
ハ
ウ
ス
を
利
用
し
て
ほ

し
い
。
外
灯
は
、
必
要
性
・
効
果
を

確
認
し
検
討
し
た
い
。

◇
旧
長
島
地
区
に
は
、
子
ど
も
を
遊

ば
せ
る
公
園
が
な
い
。
遊
具
の
あ
る

公
園
を
作
っ
て
ほ
し
い
。

［
回
答
］
町
管
理
の
遊
具
施
設
は
、

太
陽
の
里
の
み
で
、
管
理
維
持
費
を

考
慮
す
る
と
財
政
的
に
厳
し
い
。
少

し
遠
い
が
、
既
存
の
遊
具
を
利
用
し

て
ほ
し
い
。

◇
現
在
、
一
部
の
地
区
の
小
中
学
生

は
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
で
通
学
し
て
い

る
が
、
町
全
域
で
学
校
か
ら
自
宅
が

遠
い
子
ど
も
や
幼
稚
園
児
も
同
様
に

利
用
で
き
な
い
か
。

［
回
答
］
現
在
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の

運
行
は
、
統
合
再
編
を
し
た
地
域
の

児
童
生
徒
が
対
象
で
あ
り
、
バ
ス
の

運
行
経
路
、
定
員
等
の
問
題
も
あ
る

た
め
、
難
し
い
。

◇
長
島
中
学
校
の
校
門
付
近
が
暗
い

の
で
外
灯
を
つ
け
て
ほ
し
い
。

［
回
答
］
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

で
実
施
す
る
た
め
、
公
民
館
か
ら
設

置
要
望
を
提
出
し
て
も
ら
っ
て
い

る
。
そ
の
と
き
に
要
望
を
お
願
い
し

た
い
。

◇
燃
え
る
ご
み
の
出
し
方
で
、
町
指

定
の
ご
み
袋
で
は
な
く
、
透
明
な
ご

み
袋
で
出
し
て
は
ど
う
か
。

［
回
答
］
燃
え
る
ご
み
は
環
境
セ
ン

タ
ー
で
焼
却
処
分
し
て
い
る
。
不
燃

物
が
混
入
し
て
い
た
場
合
、
判
断
す

る
た
め
に
出
水
市
、
阿
久
根
市
、
長

島
町
で
色
分
け
を
し
て
い
る
の
で
、

現
在
の
袋
と
な
っ
て
い
る
。

◇
鷹
巣
に
は
整
備
さ
れ
た
ジ
ム
が
あ

る
が
、
指
江
に
は
あ
る
の
か
。
ジ
ム

の
状
況
、
利
用
時
間
は
。

［
回
答
］
台
数
は
少
な
い
が
、
指
江
の

Ｂ
＆
Ｇ
武
道
館
に
も
常
備
し
て
い
る
。

利
用
時
間
は
午
後
５
時
か
ら
10
時
ま

で
。
予
約
が
必
要
で
、
使
用
し
た
い

場
合
は
連
絡
を
い
た
だ
き
た
い
。

↑参加者全員でＧＯＧＯ！体操で準備運動
（獅子島会場）

↑グループワーク前に参加者同士、親睦を深める
ための自己紹介ゲーム（指江会場）

Ｉグループのワークの様子（指江会場）

Ｋグループの発表（指江会場）

Ｊグループの発表（指江会場）

Ｃグループの発表（鷹巣会場）
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る
こ
と
を
知
ら
な
い
人
が
多
い
の
で
、

周
知
を
徹
底
し
て
ほ
し
い
。

［
回
答
］
保
健
セ
ン
タ
ー
が
占
有
施

設
で
は
な
い
た
め
、
週
３
日
の
開
設

が
限
界
で
あ
る
。
平
日
以
外
の
開
設

は
、
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。
現

在
は
、
町
文
化
ホ
ー
ル
で
開
設
し
て

い
る
場
合
も
あ
る
。
一
時
預
か
り
に

つ
い
て
は
、
子
育
て
広
場
の
チ
ラ
シ

で
周
知
し
て
い
く
。

◇
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
が
分
か
り
に

く
い
。
分
か
り
や
す
く
周
知
し
て
ほ

し
い
。

［
回
答
］
よ
り
き
め
細
か
く
制
度
を

周
知
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
地
方
創
生
課
ま
で
気
軽
に
相
談

い
た
だ
き
た
い
。

◇
若
い
女
性
に
も
っ
と
、
検
診
（
乳

が
ん
検
診
な
ど
）
を
受
診
し
て
も
ら

な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

◇
空
き
家
だ
け
で
な
く
、
空
き
家
を

更
地
に
す
る
補
助
は
な
い
か
。

［
回
答
］
今
年
度
か
ら
、
危
険
空
家

解
体
撤
去
事
業
を
実
施
し
て
い
る

が
、
申
請
期
間
が
終
了
し
て
い
る
。

予
算
の
こ
と
が
あ
る
の
で
、
景
観
推

進
課
に
問
い
合
わ
せ
て
ほ
し
い
。

◇
男
性
高
齢
者
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利

用
を
増
加
さ
せ
る
方
法
を
考
え
て
ほ

し
い
。

［
回
答
］
男
性
高
齢
者
が
参
加
し
や

す
い
活
動
や
集
い
の
場
の
創
設
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

◇
平
日
、
仕
事
や
家
事
で
忙
し
い
の

で
、
昼
間
に
役
場
に
行
け
な
い
。
時

間
外
窓
口
を
設
置
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
か
。

［
回
答
］
年
度
末
か
ら
始
め
の
転
入

転
出
が
多
く
な
る
時
期
に
時
間
外
窓

口
を
設
置
す
る
が
、
１
日
に
１
～
２

人
程
度
の
利
用
で
あ
る
。
事
前
に
電

話
で
連
絡
し
て
い
た
だ
き
、
担
当
課

に
対
応
し
て
も
ら
う
な
ど
の
方
法
を

検
討
し
た
い
。

◇
夜
は
、
家
事
で
忙
し
い
の
で
、

１
０
１
の
会
の
開
催
時
間
を
検
討
し

て
ほ
し
い
。

［
回
答
］
獅
子
島
会
場
だ
け
は
、
参

加
者
の
か
た
の
時
間
調
整
が
で
き
た

た
め
、
昼
間
に
開
催
で
き
た
。
今
後

は
、参
加
者
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、

昼
間
に
開
催
で
き
る
よ
う
に
調
整
し

た
い
。

◇
夏
休
み
期
間
中
の
学
童
を
預
か
る

場
に
、
エ
ア
コ
ン
が
使
用
で
き
る
町

の
施
設
を
無
料
で
貸
し
出
し
て
も
ら

え
な
い
か
。

［
回
答
］
ど
の
施
設
を
学
童
の
場
で

利
用
し
た
い
の
か
詳
細
が
わ
か
ら
な

い
の
で
、
問
い
合
わ
せ
て
い
た
だ
け

た
ら
、
検
討
し
た
い
。

◇
保
育
園
で
町
か
ら
作
っ
て
い
た
だ

い
た
花
壇
に
花
を
植
栽
し
て
い
る
。

苗
を
配
布
し
て
も
ら
え
な
い
か
。

［
回
答
］
県
道
沿
い
の
花
壇
を
植
栽
・

管
理
し
て
い
た
だ
け
る
団
体
で
あ
れ

ば
、
苗
の
提
供
は
可
能
。
景
観
推
進

課
ま
で
連
絡
い
た
だ
き
た
い
。

◇
地
元
の
保
育
園
が
い
っ
ぱ
い
で
、

他
の
地
域
の
保
育
園
に
通
園
さ
せ
て

い
る
保
護
者
が
い
る
。
解
消
し
て
ほ

し
い
。

［
回
答
］
兄
弟
児
を
優
先
し
て
同
じ

園
に
す
る
な
ど
調
整
し
、
希
望
に
添

え
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
る
が
、
保

育
士
等
の
不
足
に
よ
り
、
現
在
の
状

況
で
あ
る
。

◇
小
中
高
の
子
供
た
ち
の
放
課
後
の

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
増
や
し
て
ほ
し

い
。
町
内
に
も
あ
る
が
、
人
数
制
限

が
あ
り
、
他
市
の
施
設
に
通
わ
せ
て

い
る
。

［
回
答
］
町
内
に
１
事
業
者
あ
る
が
、

定
員
に
対
し
て
利
用
希
望
者
が
多

い
。
新
た
に
開
設
希
望
す
る
事
業
者

は
今
の
と
こ
ろ
な
く
、
苦
慮
し
て
い

る
状
況
で
あ
る
。

う
よ
う
な
方
法
を
考
え
て
ほ
し
い
。

［
回
答
］
現
在
、
夕
方
や
土
日
の
検

診
を
実
施
し
、
受
診
し
や
す
い
環
境

づ
く
り
を
行
っ
て
い
る
。
無
料
で
受

診
で
き
る
自
治
体
は
少
な
い
の
で
、

今
後
も
周
知
し
て
い
き
た
い
。

◇
要
介
護
者
を
家
族
に
持
つ
か
た
に

対
し
、
認
知
症
や
介
護
の
仕
方
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
る
介
護
教
室
を
開

い
て
ほ
し
い
。

［
回
答
］
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
を
開
催
し
、
認
知
症
に
つ
い
て

の
理
解
を
深
め
る
機
会
と
し
て
い

る
。
介
護
実
践
教
室
に
つ
い
て
は
、

今
後
検
討
す
る
。

◇
町
の
ジ
ム
は
、
平
日
午
後
５
時
か

ら
利
用
で
き
る
が
、
主
婦
は
家
事
や

育
児
で
忙
し
く
利
用
し
に
く
い
状
況

で
あ
る
。

［
回
答
］
町
総
合
町
民
体
育
館
は
昼

間
、
管
理
人
が
お
ら
ず
開
放
し
て
い

な
い
。町
総
合
運
動
公
園
完
成
後
は
、

体
育
館
に
管
理
人
を
常
駐
す
る
予
定

な
の
で
、
検
討
し
た
い
。

◇
幼
稚
園
の
給
食
費
無
償
化
は
で
き

な
い
か
。

［
回
答
］
幼
稚
園
に
つ
い
て
は
、
公

立
幼
稚
園
と
認
定
子
ど
も
園
に
通
う

園
児
が
お
り
、給
食
費
に
つ
い
て
は
、

同
じ
で
な
い
た
め
、行
っ
て
い
な
い
。

◇
保
育
園
児
の
給
食
費
無
償
化
は
で

き
な
い
か
。

［
回
答
］現
在
、３
歳
未
満
は
無
償
で
、

３
歳
以
上
は
主
食
費
を
負
担
し
て
も

ら
っ
て
い
る
。
国
の
動
向
を
見
据
え

［
獅
子
島
会
場
］

11
月
21
日
　
獅
子
島
ア
イ
ラ
ン
ド
セ
ン
タ
ー

◇
子
ど
も
の
遊
び
場
が
な
い
の
で
、

幣
串
小
学
校
跡
地
に
遊
具
を
設
置
し

て
ほ
し
い
。
ま
た
、
各
地
区
の
公
園

を
整
備
し
て
ほ
し
い
。

［
回
答
］
必
要
性
、
設
置
し
た
い
遊

具
、
予
算
な
ど
具
体
的
に
集
落
で
話

し
合
っ
て
ほ
し
い
。
集
落
で
意
見
が

ま
と
ま
り
、
必
要
性
が
高
け
れ
ば
、

町
長
相
談
に
上
げ
て
は
ど
う
か
。

◇
幣
串
の
高
齢
者
を
集
め
て
長
島
元

気
Ｇ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
！
体
操
を
実
施
し
て
ほ

し
い
。

［
回
答
］
ぜ
ひ
、
集
落
に
呼
び
か
け
、

老
若
男
女
誰
で
も
参
加
で
き
る
よ
う

に
実
施
し
て
い
き
た
い
。

◇
道
路
沿
い
に
生
い
茂
っ
て
い
る
草

払
い
を
し
て
も
ら
え
な
い
か
。

［
回
答
］
一
周
林
道
で
、
生
活
道
路

を
兼
ね
て
い
る
の
で
、検
討
し
た
い
。

◇
化
石
パ
ー
ク
に
ト
イ
レ
を
設
置
し

て
ほ
し
い
。

［
回
答
］
ま
ず
、
島
内
外
の
利
用
者

数
を
把
握
し
て
ほ
し
い
。そ
の
上
で
、

補
助
財
源
の
確
保
を
含
め
検
討
し
て

い
き
た
い
。

◇
イ
ノ
シ
シ
が
多
く
て
、
危
険
で
あ

る
。
駆
除
を
し
て
ほ
し
い
。

［
回
答
］
町
で
駆
除
隊
を
編
成
し
て

い
る
の
で
、
箱
わ
な
な
ど
で
捕
獲
し

て
い
き
た
い
。

◇
諸
浦
港
に
駐
車
し
て
い
る
車
が
多

い
た
め
、
車
を
停
め
る
の
に
苦
労
す

る
。
改
善
策
は
な
い
か
。（
別
の
駐

車
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
な
ど
）。

［
回
答
］
難
し
い
要
望
で
あ
る
た
め
、

関
係
す
る
集
落
で
話
し
合
っ
て
ほ
し

い
。
要
望
が
多
け
れ
ば
、
町
長
相
談

で
提
案
し
て
み
て
は
ど
う
か
。

◇
島
内
の
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
で
さ
び
て

い
る
箇
所
や
無
い
箇
所
が
あ
り
、
危

険
で
あ
る
。
対
処
し
て
ほ
し
い
。

［
回
答
］
ス
マ
イ
ル
プ
ラ
ン
や
交
通
安

全
施
設
整
備
で
要
望
し
て
い
き
た
い
。

◇
バ
ス
の
時
間
を
フ
ェ
リ
ー
の
時
刻

と
合
わ
せ
て
ほ
し
い
。

［
回
答
］
現
在
、
数
便
に
つ
い
て
は
、

バ
ス
の
時
間
を
フ
ェ
リ
ー
の
時
刻
に

合
わ
せ
て
い
る
が
、
全
て
の
便
を
合

わ
せ
る
の
は
難
し
い
。
利
用
頻
度
の

高
い
時
間
帯
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

◇
獅
子
島
の
道
路
も
石
積
み
を
し

て
、
き
れ
い
に
整
備
し
て
ほ
し
い
。

［
回
答
］
一
周
林
道
で
、
予
算
が
難

し
い
が
、
検
討
す
る
。

◇
獅
子
島
に
は
、
子
ど
も
を
預
か
っ

て
く
れ
る
施
設
が
な
い
。
学
童
保
育

は
で
き
な
い
か
。

［
回
答
］
児
童
ク
ラ
ブ
が
必
要
な
人

数
の
確
認
、
放
課
後
児
童
支
援
員
や

空
き
教
室
の
確
保
な
ど
学
校
や
教
育

委
員
会
と
協
議
し
て
い
き
た
い
。

◇
片
側
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、
子
ど
も

の
遊
び
場
と
大
人
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
場
で
共
有
し
て
い
る
の
で
、
狭

い
。
広
く
で
き
な
い
か
。

［
回
答
］
予
算
・
土
地
の
問
題
が
あ

る
の
で
、ま
ず
は
、集
落
で
話
し
合
っ

て
み
て
は
ど
う
か
。
必
要
性
が
高
け

れ
ば
、町
長
相
談
に
上
げ
て
ほ
し
い
。

◇
町
の
文
化
祭
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が

獅
子
島
に
も
配
布
さ
れ
る
が
、
太
鼓

を
披
露
す
る
団
体
し
か
出
演
し
な
い

の
で
、
な
じ
み
が
薄
い
。
島
に
は
、

個
人
で
特
技
を
持
つ
人
が
い
る
の

で
、
そ
の
人
た
ち
に
も
出
演
を
呼
び

か
け
て
は
ど
う
か
。

［
回
答
］
文
化
祭
の
個
人
で
の
参
加

は
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
、
社

会
教
育
課
ま
で
相
談
し
て
ほ
し
い
。

［
鷹
巣
会
場
］

11
月
20
日
　
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

◇
未
就
学
児
の
療
育
を
も
っ
と
充
実

さ
せ
て
ほ
し
い
。

［
回
答
］
療
育
施
設
は
町
内
に
１
カ

所
、
阿
久
根
市
に
２
カ
所
、
出
水
市

に
数
カ
所
所
あ
る
。
保
護
者
や
本
人

の
状
況
に
応
じ
、
選
ん
で
利
用
し
て

も
ら
っ
て
い
る
。
事
業
所
に
今
回
の

要
望
を
伝
え
、
一
層
の
充
実
を
図
れ

る
よ
う
話
し
合
っ
て
い
き
た
い
。

◇
小
児
科
を
設
置
で
き
な
い
か
。

［
回
答
］
全
国
的
に
小
児
科
医
師
が

不
足
し
て
い
る
中
、
診
療
所
の
経
営

で
は
財
政
面
で
難
し
い
。
現
在
の
体

制
で
一
時
・
救
急
的
な
対
応
は
可
能
。

◇
温
泉
セ
ン
タ
ー
の
掃
除
が
行
き
届
い

て
い
な
い
と
こ
ろ
が
見
受
け
ら
れ
る
。

［
回
答
］
作
業
員
に
よ
り
、
行
き
届

い
て
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。
今
後
は
、
作
業
後
の
点
検
や

チ
ェ
ッ
ク
項
目
を
作
り
、
確
認
す
る

体
制
で
行
い
た
い
。

◇
長
島
元
気
Ｇ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
！
体
操
の
Ｃ
Ｄ

を
無
料
で
配
布
す
る
考
え
は
な
い
か
。

［
回
答
］
音
源
は
合
併
10
周
年
記
念
で

制
作
し
た
町
民
歌
で
、
収
録
し
た
Ｃ

Ｄ
を
当
時
の
公
民
館
長
に
無
料
配
布

し
て
い
る
の
で
、
活
用
し
て
ほ
し
い
。

◇
子
育
て
広
場
は
、
平
日
の
み
の
開
設

で
父
親
が
参
加
し
た
く
て
も
で
き
ず
、

回
数
も
少
な
い
。
指
江
で
開
設
は
し
な

い
の
か
。
ま
た
、
一
時
預
か
り
が
で
き

Ｄグループの発表（鷹巣会場）

Ｂグループの発表（鷹巣会場）

Ｇグループの発表（獅子島会場）

Ｅグループの発表（獅子島会場）

Ａグループのワークの様子（鷹巣会場）
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↑グループごとに介護予防について考えた会の様子

植
え
て
は
い
け
な
い
け・

・し
を
ご
存
知
で
す
か

特徴（セティゲルム種）
①
花
び
ら
は
４
枚
で
薄
紫
色
（
写
真
①
）

　
（
先
端
は
白
に
近
い
色
）

②
開
花
期
の
草
丈
は
50
～
１
０
０
㌢

③
葉
・
茎
・
つ
ぼ
み
な
ど
は
緑
色
で
、

　

土
壌
が
良
い
と
よ
く
枝
分
か
れ
す
る

④
つ
ぼ
み
の
周
辺
に
毛
が
あ
る
（
写
真
④
）

⑤
葉
は
、
葉
の
付
け
根
で
茎
を
巻
き
込
む
よ

　

う
に
つ
く
（
写
真
②
）

⑥
つ
ぼ
み
は
、
開
花
時
に
上
を
向
き
、
散
っ

　

て
も
上
を
向
い
た
ま
ま

⑦
繁
殖
力
が
強
く
、
果
実
に
は
微
細
な
種
子

　

が
詰
ま
っ
て
い
る
（
写
真
③
）

　

園
芸
用
の
け
し
の
仲
間
の
ポ
ピ
ー

な
ど
は
、
３
月
下
旬
か
ら
５
月
に
か

け
て
、
色
鮮
や
か
で
美
し
い
花
を
咲

か
せ
る
も
の
が
多
く
、
ガ
ー
デ
ニ
ン

グ
や
切
り
花
用
の
植
物
と
し
て
人
気

が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
け
し
の
仲
間
に
は
、
法

律
で
栽
培
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
「
不

正
け
し
」が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、

外
観
の
特
徴
か
ら
園
芸
用
の
け
し
と

区
別
で
き
ま
す
。
以
前
か
ら
、
出
水

保
健
所
管
内
で
自
生
し
て
い
る
不
正

け
し
が
多
数
発
見
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
多
く
は
ア
ツ
ミ
ゲ
シ
（
セ
テ
ィ
ゲ

ル
ム
種
）
で
す
。

　

平
成
30
年
度
の
出
水
保
健
所
管
内

の
除
去
本
数
は
２
６
１
５
本
と
県
内

の
総
除
去
本
数
の
62
・
２
㌫
を
占
め

て
い
ま
す
。

　

植
え
て
は
い
け
な
い
け
し
の
特
徴

を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
こ
れ
に
似
た

植
物
を
見
か
け
た
と
き
は
、
そ
の
ま

ま
抜
か
ず
に
出
水
保
健
所
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
保
健
所
衛
生
係

　

☎
（
62
）
１
６
３
６

↑管内に自生していたケシ

↑
花
び
ら（
写
真
①
）

↓
つ
ぼ
み
（
写
真
④
）

↑
葉
（
写
真
②
）

↑
果
実
（
写
真
③
）

〈
課
長
級
〉

会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長

（
介
護
環
境
課
長
兼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
長
）

宮
脇　

良
二

地
方
創
生
課
長（
農
業
委
員
会
事
務
局
長
）

山
下　

俊
弘

水
産
商
工
課
長
（
地
方
創
生
課
長
）

乾　

三
紀
夫

介
護
環
境
課
長
兼

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
長

（
介
護
環
境
課
長
補
佐
兼

環
境
衛
生
第
一
係
長
）

○
北
園　

弘
行

農
業
委
員
会
事
務
局
長

（
耕
地
課
長
補
佐
兼
管
理
第
一
係
長
兼

計
画
調
整
係
長
）

○
有
馬　

秀
二

水
道
課
長

（
企
画
財
政
課
長
補
佐
兼
企
画
調
整
係
長
）

○
濵
田　

光
夫

総
務
課
参
事（
会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長
）

中
間
く
る
み

水
産
商
工
課
参
事（
水
産
商
工
課
長
）

久
保　

良
昭

水
道
課
参
事
（
水
道
課
長
）

小
城　

久
義

水
道
課
参
事
兼
水
道
第
一
係
長

（
水
道
課
技
術
補
佐
兼
水
道
第
一
係
長
）

○
久
保　
　

修

農
林
課
参
事
兼
畜
産
係
長

（
農
林
課
技
術
補
佐
兼
畜
産
係
長
）

○
瀬
ノ
口
順
一

総
合
管
理
課
参
事
兼
町
民
係
長
兼
保
健
係
長

（
総
合
管
理
課
長
補
佐
兼

町
民
係
長
兼
保
健
係
長
）

○
松
下　

恵
子

〈
課
長
補
佐
級
〉

耕
地
課
主
幹
兼
管
理
係
長
兼

計
画
調
整
係
長
兼
事
業
係
長

（
耕
地
課
主
幹
兼
管
理
第
二
係
長
兼
事
業
係
長
）

滝
下　

勇
人

建
設
課
長
補
佐
兼
管
理
第
一
係
長

（
建
設
課
長
補
佐
兼
管
理
係
長
）

濵
上　
　

潮

〈
係
長
級
〉

企
画
財
政
課
企
画
調
整
係
長
兼
広
報
統
計
係
長

（
企
画
財
政
課
広
報
統
計
係
長
）

小
川　

慶
太

水
産
商
工
課
管
理
係
長

（
水
産
商
工
課
管
理
係
長
兼
商
工
観
光
係
長
）

田
中　

智
広

町
民
保
健
課
国
民
健
康
保
健
第
一
係
長

（
町
民
保
健
課
国
民
健
康
保
健
係
長
）

波
戸　

秀
雅

介
護
環
境
課
環
境
衛
生
係
長

（
介
護
環
境
課
環
境
衛
生
第
二
係
長
）

中
元　

豊
人

町
民
保
健
課
国
民
健
康
保
健
第
二
係
長

（
町
民
保
健
課
主
任
）○

中
橋
奈
緒
美

建
設
課
管
理
第
二
係
長（
建
設
課
主
任
）

○
中
村　

朋
之

水
産
商
工
課
商
工
観
光
係
長

（
水
産
商
工
課
主
任
）○

上　
　

晃
盛

建
設
課
工
務
第
三
係
長（
建
設
課
主
任
）

○
山
下　

文
洋

人事異動 平 成 31 年 １ 月
　１月１日付けで、役場職員の人事異動がありまし
たので紹介します。（　）は旧職、〇は昇任です。

鹿児島県内の不正けし除去本数の
推移と出水保健所管内の占める割合

除
去
本
数
（
本
）

H26 H27 H28 H29

2,130

3,520

3,361

3,457

188

25,342

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

その他地域
出水管轄内

2,615
1,587

30,000

H30

8,452

3,523

専門家による巡回相談を実施
　町では、身体やこころなどを含めた生活全般の相
談に対応する相談支援事業を、一般相談支援事業所

「あいわの里」に委託して行っています。
　身体のこと、こころのこと、福祉サービスの利用
など生活全般の相談に、社会福祉士や臨床心理士を
始めとした専門の相談員が対応します。予約は不要
です。どなたでもお気軽にご利用ください。

◎問い合わせ先
　あいわの里相談支援センター　☎（75）2401
　役場福祉事務所社会福祉係　☎（86）1146［直通］

※上記の時間で、相談員が常駐しています。
※３月以降も順次、地域で開催予定です。
※自宅への訪問依頼や上記時間外での相談も随
時受け付けています。お問い合わせください。

○日時・場所
期　日 時　間 場　所

１月 22 日（火）
10 時～ 12 時 保健福祉センター

13 時～ 15 時 役場指江庁舎

２月 12 日（火）
  9 時～ 12 時 獅子島アイランドセンター

13 時～ 15 時 獅子島島内巡回（※要予約）

２月 26 日（火） 13 時～ 15 時 川床コミュニティーセンター

長島町地域包括支援センターだより

　地域包括支援センターでは、12 月 19 日、20 日
の２日間、町開発総合センターと町文化ホールで「高
齢者元気度アップ・ポイント事業説明会」を開催し、
50 人以上のかたに参加していただきました。
　本町の高齢者をとりまく現状、事業の概要を説明
後、これからの介護予防について参加者で話し合っ
てもらいました。
　高齢者元気度アップ・ポイント制度については、
制度をすでに利用しているかたの意見や、これから
利用したいと考えているかたの質問などが上がり、
関心を集めた様子でした。参加者からは「健康維持
のために、ポイント事業を活用している」、「皆で取
り組めるよう、集いの場を作りたい」などの意見が
出ました。
　センターでは、来年度から実施予定の「巡回元気
はつらつ運動教室（仮称）」についての紹介もあり
ました。
　この事業は希望する集落を巡回し、健康運動指導

士による運動教室を実施し、定期的な運動の機会と
集落の互助活動を活性化し、高齢者を集落で支える
体制づくりを支援することを目的としています。
　集落での実施を希望されるかたは、ご連絡ください。
◎問い合わせ先
　町地域包括支援センター
　☎（86）1153［直通］

ポイント貯めて元気度アップ！
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長島町で働ける求人情報！（長島町 × ハローワーク出水）

・就業場所が長島町となっている求人情報を掲載しています。

・募集が終了している場合もありますのでご了承ください。

・応募するにはハローワークからの紹介状が必要となります。

・スペースの都合により、すべてを表示てきていない項目もあります。

　求人の詳細についてはハローワーク出水にお尋ねください。

・求人の掲載についてのお問い合わせは、地方創生課 ０９９６（８６）１１０１まで。

（平成３０年１２月 1 日～１２月２７日にハローワーク出水で掲載受理された求人です。）

長島町で働ける求人情報！（長島町 × ハローワーク出水）

・就業場所が長島町となっている求人情報を掲載しています。

・募集が終了している場合もありますのでご了承ください。

・応募するにはハローワークからの紹介状が必要となります。

・スペースの都合により、すべてを表示てきていない項目もあります。

　求人の詳細についてはハローワーク出水にお尋ねください。

・求人の掲載についてのお問い合わせは、地方創生課 ０９９６（８６）１１０１まで。

（平成３０年１２月 1 日～１２月２７日にハローワーク出水で掲載受理された求人です。）

長島町で働ける求人情報！
（平成３０年１２月1日～１２月２７日に
ハローワーク出水で掲載受理された求人です。）

長島町で働ける求人情報！
（平成３０年１２月1日～１２月２７日に
ハローワーク出水で掲載受理された求人です。）

で
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↑「むし歯ゼロ」受賞の飯尾海那ちゃん

↑「7024」受賞の出水美行さん

２
日

４
日

５
日

６
日

７
日
～
18
日

13
日

14
日

17
日

18
日

20
日

21
日

22
日

25
日

26
日

27
日

28
日

長
島
フ
ェ
ス
タ　
　
（
町
総
合
町
民
体
育
館
）

人
権
擁
護
委
員
と
の
懇
談
会　
　
　

景
観
団
体
と
の
懇
談
会　
　
　
　
　
（
鷹
巣
）

課
長
会　
　
　

建
設
新
聞
取
材　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

「
サ
ン
セ
ッ
ト
牛
之
浜
景
勝
地
」
促
進
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
阿
久
根
市
）

長
島
町
議
会
12
月
定
例
会　
　
　
　

阿
久
根
道
の
駅
町
内
関
係
者
と
の
協
議（
役
場
）

長
岡
技
術
科
学
大
学
来
庁　
　
　
　

鶴
翔
高
校
校
長
来
庁　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
理
事
会（
出
水
市
）

平
山
晶
道
氏
法
務
大
臣
表
彰
報
告　
（
役
場
）

長
島
町
議
会
最
終
本
会
議　
　
　
　
（
役
場
）

総
合
教
育
会
議　
　
　
　
　
　
　
　

潮
流
発
電
協
議　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

行
政
改
革
推
進
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

町
長
相
談　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

町
長
相
談　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
獅
子
島
）

人
命
救
助
表
彰
式　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会　
（
出
水
市
）

町
村
会
理
事
会
・
懇
談
会　
　
（
鹿
児
島
市
）

経
済
産
業
省
補
助
金
要
望
活
動　
（
福
岡
市
）

阿
久
根
地
区
消
防
組
合
議
会　
（
阿
久
根
市
）

課
長
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

職
員
ア
イ
デ
ア
表
彰
、
仕
事
納
め
式

　
　
　
　
　
　
　
（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

消
防
団
年
末
警
戒
激
励　
　
　
　
　
（
町
内
）

12月

　疲れやストレスの正体を知っ
て、自分を大切にいたわる気持
ちを取り戻しましょう。
　

　身の回りにある物の数え方が分
かる本です。
　親子で楽しめますよ。

著　

高
野　

紀
子

「
数
え
方
の
え
ほ
ん
」

著
　
長
谷
川
洋
介

「
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
上
手
な
休
め
か
た
」

作
業
終
へ
焼
き
芋
ほ
ほ
ば
り
小
魚
を
焼
き
つ
つ
老
い
等
は

昭
和
を
語
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
之
下
典
子

幼
児
期
に
恩
を
受
け
し
を
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
に
て
返
す
と
ふ

尾
畠
春
夫
氏
の
笑
顔
と
涙　
　
　
　
　
　
　

中
山
タ
マ
エ

地
上
は
な
れ
風
に
吹
か
る
る
も
み
ぢ
葉
は
音
な
く
わ
れ
を

追
ひ
越
し
て
ゆ
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
畑　

松
枝

梅
咲
け
る
丘
に
の
ぼ
り
て
見
は
る
か
す
天
草
の
島
黄
砂
に

か
す
む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
元　

睦
子

デ
イ
ケ
ア
よ
り
帰
り
し
家
に
も
み
ぢ
散
る
部
屋
温
め
て
嫁

は
笑
み
た
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
尾　
　

操

界
隈
は
空
き
家
の
増
す
と
ふ
故
郷
に
独
り
の
弟
寒
の
夜
に

想
ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下　

ち
江

紫
尾
山
を
目
線
に
眺
め
る
上
場
の
里
古
民
家
で
食
ぶ
だ
ご

汁
旨
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

樫
平　

頼
子

分
娩
の
兆
せ
る
牛
と
眼
が
合
ひ
ぬ
夜
す
が
ら
灯
す
明
か
り

に
映
え
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

米
尾　

和
子

［
短
歌
］

日
が
昇
る
風
車
羽
根
に
あ
お
が
れ
て
民
の
安
全
島
の
繁
栄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　
　

貢

終
の
田
の
土
手
に
ひ
っ
そ
り
水
仙
の
風
に
揺
れ
ど
も
凜
と

し
て
立
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　

如
月

つ
な
が
り
し
連
丹
沢
の
山
裾
陽
を
う
け
て
ゆ
っ
く
り
ゆ
っ

く
り
す
ぎ
ゆ
く
秋
よ　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
仮
屋
辰
子

蓮
鉢
の
緋
メ
ダ
カ
群
れ
も
ゆ
っ
た
り
と
小
春
日
和
は
空
ま

で
閑し

ず
か　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

母
木　

良
平

お
正
月
何
か
ふ
へ
る
や
年
な
る
か
年
は
い
ら
ぬ
ど
仕
方
た

な
い
か
な　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
田　

末
則

［
俳
句
］

冬
霧
の
山
も
街
も
お
お
い
け
り　
　
　
　
　

宗
方　

清
明

八
十
年
生
き
て
蕎
麦
食
う
年
の
瀬
の
夜
も
満
室
の
客
を
気

遣
う　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
之
内
重
信

我
よ
り
も
若
き
が
三
人
こ
の
里
に
死
せ
り
平
成
最
後
の
暮

に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
元　
　

司

十
月
も
隣
り
が
入
れ
し
百
円
も
賽
銭
箱
に
同
じ
音
せ
り　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
原
百
合
子

戸
を
少
し
あ
け
て
今
夜
も
寝
に
つ
き
ぬ
家
猫
帰
る
そ
れ
だ

け
の
た
め
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
上
　
義
彦

荒
れ
し
沖
さ
し
て
鴎
が
飛
び
て
行
く
一
羽
か
二
羽
は
鳴
き

つ
つ
ゆ
け
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
村
　
益
信

と
く
べ
つ
な
日
に
あ
ら
ず
と
も
渾
身
の
夕
映
え
を
見
す
日

暮
の
空
は　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
塚
　
洋
子

寒
に
入
り
玉
と
巻
き
た
る
白
菜
の
根
元
を
ザ
ク
ッ
と
鎌
の

刃
に
切
る　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
下
　
　
学

沖
し
ぐ
れ
白
き
煙
の
製
塩
所　
　
　
　
　
　

淵
脇　
　

護

石
蕗
の
花
咲
き
継
ぐ
古
墳
島
日
和　
　
　
　

二
階
堂
妙
子

一
湾
を
二
色
に
分
く
る
片
時
雨　
　
　
　
　

白
男
川
孝
仁

天
領
の
川
面
に
映
ゆ
る
夕
紅
葉　
　
　
　
　

坂
口　

静
子

三
歳
の
あ
ふ
る
る
こ
と
ば
冬
う
ら
ら　
　
　

山
嵜
加
代
子

古
本
屋
並
ぶ
路
地
裏
冬
浅
し　
　
　
　
　
　

関　

佳
代
美

初
時
雨
黒
酢
の
甕
の
黒
び
か
り　
　
　
　
　

大
堂　

早
苗

母
ひ
と
り
け
や
き
火
鉢
の
蓋
を
開
く　
　
　

脇
田　

武
志

小
春
日
や
泣
い
て
笑
っ
て
一
周
忌　
　
　
　

大
堂　

正
弘

冬
の
海
母
の
背
中
で
船
を
待
つ　
　
　
　
　

肥
後　

広
行

天
草
の
見
え
隠
れ
し
て
時
雨
け
り　
　
　
　

二
階
堂
恵
子

暮
れ
な
ず
む
水
平
線
や
鶴
の
竿　
　
　
　
　

迫
口　

君
代

　

町
で
は
、
長
島
町
健
康
づ
く
り
計

画
に
て
、
長
島
町
に
住
む
す
べ
て
の

人
が
一
人
ひ
と
り
健
康
で
い
き
い
き

と
生
涯
を
暮
ら
す
こ
と
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、
口
の
中
や
歯

の
健
康
に
さ
ら
に
関
心
を
持
っ
て
い

た
だ
く
た
め
「
よ
い
歯
の
表
彰
」
を

行
う
こ
と
を
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
３
つ
の
部
門
で
計
47
人

が
、
12
月
2
日
に
開
催
さ
れ
た
長
島
フ

ェ
ス
タ
の
会
場
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
８
０
２
０
表
彰
者

　

80
歳
以
上
で
自
分
の
歯
を
20
本
以

上
持
っ
て
い
る
人

阿
夛　

悦
子　
（
川
床
中
）

■
７
０
２
４
表
彰
者

　

70
歳
以
上
80
歳
未
満
で
、
自
分
の

歯
を
24
本
以
上
持
っ
て
い
る
人

内
田
の
り
子　
（
小

浜
）　

浦
﨑　

文
夫　
（
蔵
之
元
）　

木
上
百
合
子　
（
上

揚
）　

立
山　

安
正　
（
浦

底
）

出
水　

美
行　
（
福
ノ
浦
）　

豊
嶋　

美
俊　
（
本

浦
）　　

中
村　

秀
子　
（
塩

追
）　　

原
田　

敏
一　
（
蔵
之
元
）

■
６
歳
児
む
し
歯
ゼ
ロ
表
彰
者

　

就
学
時
健
診
で
む
し
歯
が
無
か
っ

た
６
歳
児

阿
比
留
ほ
の
か　

 （
城
川
内
）

飯
尾　

海
那　
（
城
川
内
）

石
元　

一
也　
（
浦

底
）

大
漉
叶
妃
羅　
（
蔵
之
元
）

柏
木
比
奈
太　
（
茅

屋
）

川
井　

美
海　
（
片

側
）

北
村　

治
大　
（
薄

井
）

木
𠩤　

叶
蓮　
（
小

浜
）

小
城　

凛
花　
（
梅
ノ
木
山
）

小
林　

彩
乃　
（
菅
牟
田
）

敷
根　

萌
果　
（
母
良
木
）

須
嵜　

敢
太　
（
御
所
ノ
浦
）

高
井　

涼
羽　
（
市
来
崎
）

建
山　

愛
空　
（
浦

底
）

田
中　

杏
奈　
（
三

船
）

田
中
朔
太
郎　
（
田

尻
）

田
中
優
利
愛　
（
本

浦
）

椿　
　

朱
里　
（
山
門
野
中
）

中
村　

佳
那　
（
上

揚
）

二
階
堂
美
祐　
（
蔵
之
元
）

枦　
　

美
優　
（
本

浦
）

濵
島　

叶
多　
（
薄

井
）

濵
島　

大
海　
（
薄

井
）

濵
村　

琉
斗　
（
薄

井
）

平
藪　

蓮
花　
（
田

尻
）

古
田　

愛
稀　
（
広

野
）

外
園　

姫
夏　
（
薄

井
）

町
口　

琴
花　
（
小

浜
）

町
口　

那
菜　
（
小

浜
）

町
田　

結
亜　
（
蔵
之
元
）

溝
口
陽
菜
乃　
（
小

浜
）

宮
内　

泰
士　
（
指

江
）

宮
瀬　

璃
空　
（
茅

屋
）

山
﨑　

李
一　
（
菅
牟
田
）

蘭
川
由
輝
也　
（
山

中
）

※
掲
載
は
五
十
音
順
。
掲
載
に
同
意

さ
れ
た
か
た
の
み
を
掲
載
。

健
康
の
基
本
は
お
口
に
あ
り
［
平
成
30
年
度
よ
い
歯
の
表
彰
］
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申
告
相
談
会
場
の
ご
案
内

　

出
水
税
務
署
が
開
設
す
る
申
告

相
談
会
場
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

自
宅
で
も
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
利
用
し
て
申
告
書
を
作
成

し
、
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
に
よ
る
送
信
ま

た
は
印
刷
し
て
郵
送
な
ど
に
よ
り

提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
で
の
申
告
を
希
望

さ
れ
る
か
た
は
税
務
署
で
職
員
と

対
面
に
よ
る
本
人
確
認
を
行
い
、

Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
を
発
行
し
ま

す
の
で
、
事
前
に
運
転
免
許
証
な

ど
の
本
人
確
認
書
類
を
持
参
の

上
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

○
開
設
場
所

　

出
水
税
務
署

○
開
設
期
間

　

２
月
18
日（
月
）～
３
月
15
日（
金
）

　

※
土
、
日
を
除
く
。

○
受
付
時
間

　

９
時
～
16
時

※
駐
車
場
に
は
限
り
が
あ
り
、
混

雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
な
る

べ
く
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

※
申
告
期
限
間
際
に
な
り
ま
す
と

申
告
会
場
が
混
み
合
う
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
の
で
、
早
め
の
申
告

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
税
務
署

　

☎
（
62
）
０
２
０
０

相
続
手
続
き
を
応
援
し
ま
す　

　

平
成
29
年
５
月
29
日
か
ら
、
全

国
の
法
務
局
で
「
法
定
相
続
情
報

証
明
制
度
」
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
は
法
定
相
続
人
が
誰

で
あ
る
の
か
を
登
記
官
が
証
明
す

る
制
度
で
す
。

　

相
続
手
続
き
で
は
、
お
亡
く
な

り
に
な
ら
れ
た
か
た
の
戸
籍
謄
本

な
ど
の
束
を
相
続
手
続
き
を
取
り

扱
う
各
種
窓
口
に
何
度
も
出
し
直

す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

法
定
相
続
情
報
証
明
制
度
は
、

登
記
所
（
法
務
局
）
に
戸
籍
謄
本

な
ど
の
束
と
相
続
関
係
を
一
覧
に

表
し
た
図
（
法
定
相
続
情
報
一
覧

図
）
を
提
出
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
、
登
記
官
が
そ
の
一
覧
図
に
認

証
文
を
付
し
た
写
し
を
「
無
料
」

で
必
要
な
通
数
を
交
付
す
る
制
度

で
す
。

　

こ
の
法
定
相
続
情
報
一
覧
図
の

写
し
を
利
用
い
た
だ
く
こ
と
で
、

相
続
に
関
す
る
各
種
手
続
き
に
戸

籍
謄
本
な
ど
の
束
を
何
度
も
出
し

直
す
必
要
が
な
く
な
り
、
預
貯
金

の
払
い
戻
し
な
ど
、
各
種
相
続
手

続
き
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
ま
す
。

各
手
続
き
の
審
査
機
関
の
負
担
も

軽
減
さ
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　

制
度
の
詳
細
は
法
務
省
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
地
方
法
務
局
川
内
支
局

　

☎
０
９
９
６
（
22
）
２
３
０
０

　
（
自
動
音
声
案
内
）

　
変
更
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

　

引
っ
越
し
や
結
婚
な
ど
で
住
所

や
氏
名
が
変
わ
っ
た
と
き
は
、
納

税
通
知
書
を
確
実
に
お
届
け
す
る

た
め
に
も
、
以
下
の
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
変
更
登
録

　

必
要
書
類
に
つ
い
て
は
、
鹿
児

島
運
輸
支
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

○
住
所
や
名
前
な
ど
の
変
更
届
け
出

　

鹿
児
島
地
域
振
興
局
自
動
車
税

課
へ
電
話
や
は
が
き
、
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
の
電
子
申
請
で
届
け

出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

届
け
出
用
の
は
が
き
は
、
納
税

通
知
書
に
同
封
さ
れ
て
い
る
ほ

か
、
北
薩
地
域
振
興
局
に
も
備
え

て
あ
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
運
輸
支
局
登
録
部
門

　

☎
０
５
０
（
５
５
４
０
）
２
０
８
９

　

鹿
児
島
地
域
振
興
局
自
動
車
税
課

　

☎
０
９
９
（
２
６
１
）
５
６
１
１

フ
レ
イ
ル
予
防
に
活
用
く
だ
さ
い

　

県
は
、
全
国
と
比
較
し
て
高
齢

化
率
が
高
く
、
高
齢
単
身
世
帯
の

割
合
も
高
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

高
齢
者
は
、
低
栄
養
か
ら
フ
レ

イ
ル
（
虚
弱
）
の
状
態
に
陥
り
や

す
く
、
疾
病
や
介
護
の
大
き
な
リ

ス
ク
と
な
り
ま
す
。
フ
レ
イ
ル
を

予
防
し
健
康
寿
命
を
延
ば
す
た
め

に
は
、
シ
ニ
ア
世
代
の
「
栄
養
バ

ラ
ン
ス
の
よ
い
食
生
活
」
が
重
要

な
要
素
の
一
つ
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
手
引
き
で
は
、
フ
レ
イ
ル

予
防
の
た
め
の
食
事
の
ポ
イ
ン
ト

を
ま
と
め
て
あ
り
ま
す
の
で
、
毎

日
の
食
生
活
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
健
康
増
進
課

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
２
７
１
７

結
婚
応
援
セ
ミ
ナ
ー
開
催

　
「
自
分
の
魅
力
を
掘
り
起
こ
し

た
い
」、「
自
分
の
内
面
を
見
つ
め

た
い
」
な
ど
、
結
婚
に
向
け
て
役

立
つ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

○
日
時 

　

２
月
９
日
（
土
）　

14
時
～
16
時

○
場
所 

　

か
ご
し
ま
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー

大
研
修
室
第
３

○
内
容 

　
「
今
の
あ
な
た
を
よ
り
輝
か
せ

る
魅
力
ア
ッ
プ
術
」

○
参
加
費 

＝
無
料

○
申
し
込
み
方
法

  

か
ご
し
ま
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
ま
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

か
ご
し
ま
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
９
（
２
０
８
）
１
１
５
０

県
立
短
期
大
学
入
学
生
募
集

　
平
成
31
年
度
一
般
入
試
学
生
を

募
集
し
ま
す
。

　

募
集
学
科
は
昼
間
課
程
が
文
学

科
・
生
活
科
学
科
・
商
経
学
科
の

3
学
科
、
夜
間
課
程
が
第
二
部
商

経
学
科
の
1
学
科
で
す
。

○
出
願
資
格

　

高
等
学
校
を
卒
業
お
よ
び
平
成

31
年
３
月
卒
業
見
込
み
の
か
た
、

ま
た
は
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
者

と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る
と
認

め
ら
れ
る
か
た
。

○
出
願
期
間

　

１
月
28
日（
月
）～
２
月
１
日（
金
）

○
試
験
日

　

２
月
20
日
（
水
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
立
短
期
大
学
教
務
課

　

☎
０
９
９
（
２
２
０
）
１
１
１
２

中
小
企
業
者
を
応
援
し
ま
す

　

事
業
承
継
対
策
資
金
は
、
事
業

承
継
に
取
り
組
む
中
小
企
業
者
を

応
援
す
る
資
金
で
す
。

○
融
資
対
象
者　

　

事
業
を
承
継
す
る
か
た
（
承
継

後
５
年
以
内
を
含
む
）
や
事
業
承

継
計
画
を
策
定
し
、
事
業
承
継
を

行
お
う
と
す
る
か
た

○
融
資
期
間　

　

・
運
転
７
年
以
内
（
う
ち
据
置

　

24
月
以
内
）

　

・
設
備
10
年
以
内
（
う
ち
据
置

　

36
月
以
内
）

○
融
資
限
度
額
＝
３
０
０
０
万
円

○
融
資
利
率

　

年
１
・
８
％
～
年
２
・
３
％

○
保
証
料
率

　

年
０
・
１
３
％
～
年
１
・
５
８
％

※
詳
し
く
は
、
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
経
営
金
融
課

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
２
９
４
６

県
営
住
宅
入
居
希
望
者
募
集

　

県
で
は
、
年
１
回
の
定
期
募
集

に
よ
る
入
居
希
望
者
の
空
き
家
待

ち
順
位
を
明
確
に
す
る
た
め
、
次

の
と
お
り
入
居
希
望
者
を
募
集
し

ま
す
。

○
物
件

　

県
営
寺
山
団
地
ほ
か
７
団
地

○
申
込
書
の
配
布
・
受
付

　

２
月
１
日
（
金
）
～
28
日
（
木
）

　

８
時
30
分
～
17
時

　
（
土
・
日
・
祝
祭
日
を
除
く
）

○
抽
選
日
時

　

３
月
12
日
（
火
）
14
時

○
抽
選
場
所

　

県
北
薩
地
域
振
興
局
出
水
庁
舎

◎
配
布
場
所
お
よ
び
問
い
合
せ
先

　

県
営
住
宅
指
定
管
理
者

　

（株）
オ
ー
リ
ッ
ク
不
動
産
出
水
支
所

　
（
県
北
薩
地
域
振
興
局
出
水
庁
舎
１
階
）

　

☎
（
63
）
７
０
５
６

「
カ
ゴ
シ
マ
大
百
科
」
オ
ー
プ
ン

　

県
で
は
、
皆
で
創
る
鹿
児
島
の
魅

力
発
信
総
合
サ
イ
ト
「
カ
ゴ
シ
マ
大

百
科
」
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

こ
の
サ
イ
ト
は
「
鹿
児
島
」
と

い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
で
集
ま
っ
た
人

の
つ
な
が
り
と
な
る
場
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　

鹿
児
島
の
魅
力
的
な
情
報
が
盛

り
だ
く
さ
ん
な
の
で
ぜ
ひ
、
ご
覧

く
だ
さ
い
。

○
イ
ベ
ン
ト
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

県
内
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
カ
テ

ゴ
リ
ご
と
に
一
目
で
把
握

○
動
画
チ
ャ
ン
ネ
ル

　

県
内
の
観
光
や
グ
ル
メ
情
報
な

ど
の
動
画
を
一
覧
で
視
聴
可
能　

○
Ｓ
Ｎ
Ｓ

　

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
や
イ
ン
ス
タ

グ
ラ
ム
で
特
派
員
が
配
信
し
た
鹿

児
島
の
魅
力
を
共
有

○
サ
イ
ト

　
「
カ
ゴ
シ
マ
大
百
科
」
で
検
索

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
か
ご
し
ま
Ｐ
Ｒ
課

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
３
０
４
５
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↑三色餅を手渡し、交通事故防止の喚起

年末年始の交通事故防止運動

色餅で安全運転を呼び掛け三
　12 月 10 日、阿久根地区交通安全協会長島東支
部（石橋親信支部長）は、交通事故防止を図るた
め街頭指導キャンペーンを行い、信号の色にちな
んだ三色もちと啓発チラシ、ポケットティッシュ
200 個を配りました。
　この取り組みは 12 月 10 日から１月 10 日まで
実施される「年末年始の交通事故防止運動」の一
環です。
　当日は、同支部役員のほか東町漁協、鹿児島相
互信用金庫の職員も参加し、赤崎橋パーキング
パークで一台ずつ声掛けをしながら、交通ルール
の順守と事故防止を呼びかけました。

↑川添町長に受賞報告した小森会長（写真右）

「愛のひとしずく運動」で受賞

がい者への支援活動が評価障
　11 月 22 日に鹿児島市で開催された平成 30 年
度鹿児島県障害者保健福祉大会で、長島町手をつ
なぐ育成会（小森れい子会長）が「愛のひとしず
く運動優良団体の部」で表彰されました。
　これは同会の障がい者が自立した生活を送るこ
とができるよう支援する取り組みが評価されたも
のです。
　12 月２日、長島フェスタの会場で小森会長は
川添町長へ受賞を報告し「支えてくれた皆さんの
おかげ」と喜びを表現しました。

長島大陸Ｎセンターイベント

紙
　長島大陸Ｎセンターでは、12 月１日、「紙飛行
機飛ばそう！」のイベントを開催し、町内外から
の参加者が挑戦しました。
　始めにセンターで講習が行われ、講師に鹿児島純
心女子高校の末吉勝也先生を招き、紙飛行機の正し
い折り方や飛ばし方のレクチャーがありました。
　太陽の里のピクニック広場に移動後、参加者は
講習で学んだことを応用し、それぞれ折った紙飛
行機の飛距離を競いました。
　26 ㍍の記録で優勝した川床中学校３年の牧恒
友さんは「上手く飛ばすことができた」と喜んで
いました。

↑大人、子ども問わず盛り上がった紙飛行機での対決

飛行機の飛距離競う

公共ホール音楽活性化事業

楽で町を盛り上げる音
　12 月 12 日から 15 日にかけて公共ホール音楽
活性化事業が行われました。
　この事業は新進演奏家を公共ホールに派遣し、
研修機会を提供することで、地域文化の活性化を
図ることを目的としています。今回は関西を中心
に活動している「グリュックサクソフォンカル
テット」を招き、町文化ホールと町内６小・中学
校でコンサートや演奏体験会が開催されました。
　15 日に町文化ホールで開催されたコンサート
には町内外から約 300 人が鑑賞に訪れ、サック
スの華麗な演奏に聴き惚れました。
　

↑鮮やかなシクラメンを贈呈する前田校長（写真左）

鶴翔高前田校長来庁

徒が育てたシクラメンを贈呈生
　12 月 13 日、県立鶴翔高校（阿久根市）の前田
良文校長が川添町長を訪問しました。
　同校には現在、本町から 45 人の生徒が在学。
前田校長はシクラメンを川添町長に贈呈し「生徒
たちが１年かけて、一生懸命栽培したもの。花で、
すがすがしい気持ちを持っていただけたら」と話
しました。
　同校は 10 月に本県で開催された「第 69 回日
本農業クラブ全国大会」への参加や県内の農業女
子と連携し、最新の機械で水稲栽培に取り組む「農
業女子応援プロジェクト」など専門性の高い学習
活動のほか、陸上競技部やバレーボール部などの
部活動でも活躍しています。

鹿児島出水ボーイズ県支部大会優勝

ブルで全国大会出場へダ
　12 月７日、出水市の少年野球チーム「鹿児島
出水ボーイズ（城須智也監督）」の本町出身の選
手たちが川添町長を訪れました。
　同チームは小学部に２人、中学部に４人、本町
の選手が在籍。11 月に開催された鹿児島県支部
大会では小学部・中学部共に優勝を飾り、３月
26 日から埼玉県大宮市で開催される全国大会に
出場します。
　川添町長は「町のスポーツ振興のためにも頑
張ってほしい」と激励し、中学部キャプテンの濵
島航生選手（薄井）は「入団して最高の指導者と
仲間に出会えた。全国大会では１勝でも多く勝ち
たい」と決意を述べました。

↑観客を魅了したサックス演奏

↑全国大会へ意気込む本町の選手たち
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↑小川さん（写真右）に竹ぼうきを手渡す新田さん（写真左）

手作りの竹ぼうきの寄贈

域に恩返しの思いを込めて地
　12 月 19 日、新田二

つぎ

さん（浜漉）が町内の小・
中学校へ手作りの竹ぼうきを寄贈しました。
　新田さんは現在、長生園に入所していますが、
趣味の竹ぼうき作りに４年ぶりに挑戦。山へ入り、
竹の採集から製作まで手掛けました。
　この日は平尾小や蔵之元小、城川内小、平尾中、
長島中の５校を訪問し、計 25 本の竹ぼうきを贈
りました。新田さんは「地域に恩返ししたい気持
ちです」とほうきと共に言葉を添えました。
　長島中２年生の小川純聖さんは「大事に使いま
す」と感謝を伝えました。

↑報告に訪れた平山さん（写真中央）

法務大臣表彰を受賞

護司として 26年間尽力保
　保護司の平山昌道さん（福ノ浦）が法務大臣表
彰を受賞し、12 月 17 日、川添町長を訪問しました。
　平山さんは、平成４年に保護司として委嘱され
てから現在までの 26 年間の長きにわたり、犯罪
や非行のない安全・安心な地域社会を築く取り組
み、犯罪や非行をした人たちの立ち直りを支えよ
うと「社会を明るくする運動」などを通して更生
保護に尽力された功績が認められ、今回の受賞と
なりました。

↑松本選手に投球フォームを習う子ども

ベースボール教室 in 長島

プ
　12 月 16 日、「2018 ベースボール教室 in 長島」
が町総合町民体育館で開催され、町内のソフト
ボール少年団員と各中学校の野球部員、指導者ら
約 100 人が参加しました。
　第４回目となる今回は福岡ソフトバンクホーク
スの松本裕樹選手、栗原陵矢選手を招き、両選手
の指導のもと、キャッチボールやバッティング練
習が行われました。松本選手は「基礎練習をしっ
かりこなすこと」と上達へのポイントを選手たち
に伝えました。
　長島中学校野球部の山嵜大斗さんは「プロの選
手に指導してもらい、良い経験になった」と嬉し
そうに話しました。

ロ選手から学ぶ貴重な経験

年の瀬に青パト隊がパトロール

域の安全・安心を守ろう地
　「年末年始の交通事故防止運動」にあわせ、町
民の安全・安心を守る３Ａパトロール隊（石橋親
信会長）の出発式が 12 月 29 日、川床中学校駐
車場で行われました。
　同隊は現在、９人で活動し、町内全域をパトロー
ル範囲としています。
　出発式後、隊員らは自家用車に青色回転灯を取
り付けた防犯パトロールカー（青パト）に乗り込
み、町内を巡回しました。
　石橋会長は「活動を通して、少しでも交通事故
がなくなれば」と願いました。

↑ブリを贈る岩下部長（写真右）

東町漁協青壮年部が慰問

リを食べて長生きしてねブ
　東町漁協青壮年部（岩下幸裕部長）は 12 月 19
日、町内５カ所の高齢者福祉施設にブリを贈呈し
ました。
　これは、同部員が育てた養殖ブリ「鰤王」を利
用者に味わってもらうために行う年末恒例の活動
で、この日は岩下幸裕部長が桃源郷やあかね園、
長生園、スマイル園、さざ波の５施設を慰問しま
した。
　長生園では、岩下部長が利用者に出迎えられ、

「ブリを味わって、元気に長生きしてください」
とあいさつしました。
　ブリを受け取った大堂敏彦さん（城川内）は「皆
で美味しくいただきます」とお礼を述べました。
　

行人岳運営委員会が寄附

域のために活用して地
　行人岳不動明王廟運営委員会（阿多靖直委員長）
が 12 月 27 日、来庁し、川添町長へ寄附金を贈
呈しました。
　町道行人岳線が開通し、２年が経過。行人岳へ
の参拝者や観光客は増えています。この日は 12
月 26 日の開通日を記念しての来庁となりました。
　阿多委員長は「行人岳は初日の出やツルの北帰
行も楽しめる有数のスポット。今後も観光客を増
やしていけたら」と話し「寄附は町の産業振興や
景観整備など地域のために活用して欲しい」と続
けました。

↑ボランティアで地域を見守る３Ａパトロール隊の隊員ら

↑川添町長へ寄附金を手渡す阿多委員長（写真左）
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10,527 (+ ７)

　

次
の
か
た
か
ら
広
報
「
長
島
」

送
付
の
お
礼
と
し
て
、
金
一
封
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

  5,101 (+ ３)
5,426 (+ ４)

  4,499 (±０)

平成 30年 12 月 31 日現在
(　) 内は前月比

▽
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
元
旦
は
平
成
最
後
の
初

日
の
出
を
写
真
に
収
め
よ
う
と
数

日
前
か
ら
準
備
し
て
き
ま
し
た
。

当
日
は
行
人
岳
に
向
か
い
ま
し
た

が
、
惜
し
く
も
曇
り
空
。
残
念
な

気
持
ち
も
あ
り
ま
し
た
が
、
何
と

か
写
真
を
撮
ろ
う
と
カ
メ
ラ
を
構

え
て
い
ま
し
た
。
厚
い
雲
の
隙
間

か
ら
わ
ず
か
に
日
が
出
た
瞬
間
は

周
囲
の
か
た
か
ら
歓
声
が
沸
き
、

新
年
の
幕
開
け
を
祝
っ
て
い
ま
し

た
。写
真
に
ば
か
り
気
を
取
ら
れ
、

新
年
を
迎
え
る
気
持
ち
を
忘
れ
て

い
た
自
分
に
反
省
し
「
今
年
は

も
っ
と
余
裕
を
持
っ
て
い
こ
う
」

と
思
い
ま
し
た
。
明
る
く
な
っ
て

く
る
と
、
初
詣
に
向
か
う
か
た
も

増
え
、
取
材
を
し
な
が
ら
私
も
新

年
の
誓
い
を
立
て
ま
し
た
。
皆
さ

ん
に
は
今
年
も
取
材
な
ど
で
お
世

話
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
。
ど
ん

な
小
さ
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
の

で
、
ご
連
絡
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。（
田
上
徹
）

　

ナ
イ
ス
ス
マ
イ
ル
・
う
ぶ
声
・
お
く
や
み
な
ど
は
、

個
人
情
報
保
護
の
た
め
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

皆
さ
ん
に
は
日
ご
ろ
か
ら
本
町
の

景
観
整
備
に
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま

す
が
、
最
近
、
沿
道
花
壇
の
手
入
れ

後
の
刈
り
取
ら
れ
た
草
が
残
存
し
て

い
る
こ
と
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

き
れ
い
な
景
観
を
維
持
す
る
た
め

に
、
草
の
適
切
な
廃
棄
に
も
ご
協
力

お
願
い
し
ま
す
。

↑
時
期
を
迎
え
た
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
リ
ア
の
丘

花
ば
な
が
満
開

　
「
長
島
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
リ
ア
の
丘
」

が
見
ご
ろ
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

30
種
類
１
７
４
本
の
ブ
ー
ゲ
ン
ビ

リ
ア
は
、
現
在
、
赤
・
白
・
ピ
ン
ク

に
加
え
オ
レ
ン
ジ
や
黄
色
な
ど
の
花

ば
な
が
満
開
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
ご
来
園
く
だ
さ
い
。

○
開
園
時
間

　

９
時
～
17
時

　
（
最
終
入
園
は
16
時
30
分
）

○
休
園
日

　

毎
週
水
曜
日
お
よ
び
年
末
年
始

○
入
園
料

　

小
・
中
・
高
校
生　

２
０
０
円

　

一
般　

４
０
０
円

※
年
間
パ
ス
ポ
ー
ト

　

小
・
中
・
高
校
生　

５
０
０
円

　

一
般　

１
０
０
０
円

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
景
観
推
進
課

　

☎
（
86
）
１
１
３
６
［
直
通
］

適
切
な
廃
棄
の
お
願
い
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↑主役を演じる松原豊和君

↑夕陽をバックに撮影

↑撮影中のスタッフ陣の様子

　

本
町
を
舞
台
に
し
た
映
画
「
夕
陽

の
あ
と
」
の
撮
影
が
11
月
26
日
か
ら

12
月
９
日
ま
で
行
わ
れ
、
無
事
に
終

了
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
主
演
の
貫
地
谷
し
ほ
り
さ

ん
や
山
田
真
歩
さ
ん
、
永
井
大
さ
ん

を
は
じ
め
と
し
た
俳
優
や
ス
タ
ッ
フ

合
わ
せ
て
30
人
以
上
が
来
町
し
、
連

日
、
早
朝
か
ら
深
夜
ま
で
及
ぶ
ロ
ケ

を
行
い
、
町
民
の
か
た
に
も
た
く
さ

ん
の
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

主
役
に
抜
擢
さ
れ
た
の
は
獅
子
島

小
学
校
４
年
生
の
松
原
豊
和
君
。「
せ

り
ふ
を
覚
え
る
の
は
難
し
か
っ
た
け

ど
、
楽
し
か
っ
た
で
す
」
と
撮
影
を

振
り
返
り
ま
し
た
。

　

越
川
道
夫
監
督
は
「
町
民
の
皆
さ

ん
の
明
る
い
雰
囲
気
に
影
響
を
受
け

て
『
島
の
た
め
に
』
と
い
う
思
い
で

撮
影
に
臨
ん
だ
」
と
感
想
を
話
し
ま

し
た
。

　

今
後
は
編
集
作
業
な
ど
を
行
い
、

今
年
の
秋
の
全
国
公
開
を
目
指
し
て

い
ま
す
。　
　

　 「
夕
陽
の
あ
と
」

ク
ラ
ン
ク
ア
ッ
プ



月
日 月 火 水 木 金 土

当番医の利用は急患に限ります。ご協力ください。

※行事予定・当番医等は都合により変更される場合があります。（○休日当番医、□休日当番薬局、◇小児当番医 10 時～正午）

２０１９２

８ ９３ ７

１５１０ １３ １４

２２ ２３１７ １８ ２０ ２１

１２

５４

１９

１１

１/27 ２１

６

２４ ２５ ２６

１/28 １/29

１６

２８

１/30 １/31

２７ 3/1 3/2

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

○長島クリニック88-6405
○いまむらクリニック 73-1700
○よしだ泌尿器科クリニック63-7800
○二宮医院 62-0167
○太田歯科クリニック 84-4700
□しおかぜ薬局 88-6011
□市民調剤薬局 68-0150
□こがね薬局 64-1132
◇二宮医院 62-0167

□獅子島ウォーク 2019
（獅子島アイランドセンター周辺）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ（獅子島）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油
　（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

◎母子相談（１歳）
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

○鷹巣診療所 86-0054
○門松医院 64-6100
○よう皮ふ科医院 63-1112
○東医院 67-1861
○ちゃえん歯科 67-2325
□長島調剤薬局 64-5555
□ゆうゆう薬局 73-2907
□あすか薬局 63-7322
□スマイル薬局出水店 67-2055
□そうごう薬局 64-8161
◇出水総合医療センター 67-1611

建国記念日

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

○平尾診療所 88-2595
○山田クリニック 72-0420
○つかさとクリニック 67-5560
○吉田耳鼻咽喉科医院 62-0170
○中島歯科医院 82-0020
□よつば薬局 79-4331
□いまがま調剤薬局 65-7550
□クレイン調剤薬局 63-4300

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

◎乳児健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油（獅子島）

○鷹巣診療所 86-0054
○北国医院 72-0016
○高尾野診療所 82-0017
○楠元内科医院 62-8600
○金子歯科医院 63-2150
□長島調剤薬局 64-5555
□上野薬局 72-1016
□高尾野会営薬局 64-2110
□ポポロ薬局 63-4630
□かしま薬局 63-3970
◇こどもクリニック永松64-1500

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ（獅子島）

◎母子相談（2カ月）
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油
　（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

◎１歳６カ月健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

◎幼児歯科検診
（保健福祉センター）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）
■びん・有害（獅子島）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

○長島クリニック88-6405
○脇本病院 75-2121
○来仙医院 84-2005
○市川医院 63-3151
○塩山歯科医院 62-2634
□しおかぜ薬局 88-6011
□三文字薬局 75-0073
□スマイル薬局 84-2430
□第二緑調剤薬局 63-1177
□会営薬局 64-8280
◇出水総合医療センター 67-1611

祝日には、国旗を掲げましょう！
●２月 11 日は建国記念の日です。
　建国記念の日は「建国をしのび、国を愛する心を養う」ことを趣旨としています。
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